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第８ 議案第５２号 与論町職員定数条例の一部を改正する条例 

第９ 議案第５３号 与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

第10 議案第５４号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

第11 議案第５５号 報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

第12 議案第５６号 消防団員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例 
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屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプール）・多目

的運動広場・クラブハウスの指定管理者の指定について 

第21 同意第 ２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（永野展秀） 
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開会 午前９時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） それでは、ただいまより令和３年第４回与論町議会定例会を開

会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、１番南有隆君、５番喜山康三君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から１２月１４日までの７日間にしたい

と思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から１２月１４日までの７日間に決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（髙田豊繁君） 日程第３、諸般の報告をいたします。 

報告事項につきましては配付してありますが、その概要につきましては、事務局

長に朗読させます。 

なお、本会議に提出されました請願・陳情につきましては、請願・陳情文書表の

とおり、関係常任委員会で審査をお願いいたします。 

事務局長。 

○議会事務局長（町 健司郎君） 諸般の報告をいたします。 

監査委員から令和３年１０月分の例月現金出納検査結果報告書、令和３年度定期

監査の結果報告及び令和３年度財政援助団体等に対する監査の結果報告が提出され

ていますが、その写し（出納検査結果報告書については一部の写し）を配付してあ

りますので、御一読ください。 

なお、閉会中における町外での会議・活動等については、次のとおりです。 

また、議会だよりについては、９月の定例会の内容を特集した「よろんちょう議

会だより第１４１号」を全世帯及び関係機関等に配布してありますが、編集作業に
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当たった広報委員をはじめ、御協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げま

す。 

以上で報告を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 陳情訂正 

○議長（髙田豊繁君） 日程第４、陳情訂正の受理について。 

皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張整備及び駐車場の整備について陳

情訂正の申出がありました。議会運営委員会にて報告し、配付資料のとおり環境経

済建設常任委員会に付託してあります。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 一般質問 

○議長（髙田豊繁君） 日程第５、一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） おはようございます。それでは通告書に沿いまして一般質問を

させていただきます。 

１ 本町における環境の学びについて 

(1) 本町において海洋教育が行われ島の環境を学んでいるが、どの程度浸透

しているか伺いたい。 

(2) 小笠原諸島の海底火山噴火で発生した軽石が島に漂着し多大な影響を及

ぼしているが、対応や今後の対策はどのようになっているか伺いたい。 

２ 空き家バンクの活用について 

(1) 人口減少の要因の一つに住宅不足が指摘されていて、問題解決のために

空き家バンクが設置されているが現在の利用状況を伺いたい。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） まず最初に、本町における海洋教育についてお答えをいたし

ます。 

御承知のように与論町教育委員会は、令和元年度から日本財団による３年間の支

援を受けて「海洋教育パイオニアスクールプログラム」を各学校に導入しました。
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今、海洋教育は、茶花小学校においては海洋教育科の時間で、その他の学校におい

ては主に総合的な学習の時間で進められており、町内の小・中・高等学校と地域が

連携し、海そのものや海に囲まれた伝統・文化、海とともに生きる人々を題材とし

た探究活動が行われています。 

例えば茶花小学校は、与論マラソンのウェルカムパーティーで与論町を紹介する

プレゼンをしたり、島についての自作のパンフレットをＪＡＬ便での来島者に配付

できるようにしたりするなど、充実した取り組みをしています。また、与論高校

は、令和２年２月に東京大学で実施された第７回全国海洋教育サミットで「海との

共生」について発表し、優秀賞を受賞しました。さらに令和３年２月には、観光Ｐ

Ｒ動画のコンテスト「観光甲子園２０２０」で、全国４２９点の応募から、決勝６

チームに与論高校の２チームが選ばれました。 

海洋教育プログラムの初年度は、教育委員会主導でしたが、令和２年度からは、

「海洋教育推進協議会」を立ち上げ、町ぐるみの取り組みを目指して活動していま

す。協議会の構成員には、学校以外にも、役場商工観光課・環境課、ヨロンＳＣ、

与論町漁業協同組合、海の再生ネットワークよろん、ヨロン島観光協会、Ｅ－Ｙｏ

ｒｏｎ、海謝美、あんまぁ～ずなどの各種団体の代表者等が名を連ねています。ま

た、海洋教育の発表の場である「ヨロン海洋教育フェア」には、与論ライオンズク

ラブ等の御協力・御支援もいただいているところです。 

このような取り組みにより、学校関係者、保護者、地域の関係団体の方々におけ

る海洋教育への理解は進んでいると思う一方で、「海洋教育は海についてだけの勉

強である」といった認識も依然として残っていると感じています。海洋教育が正し

く理解されるためにも、教育委員会だより「誠風」や、広報「よろん」等にも啓発

資料を掲載して理解促進を図っているところですが、まだまだ町全体には浸透して

いないと感じています。 

与論町の海洋教育の目標は、「与論町の子供たちを、与論の海そのものや海に守

られた伝統・文化、海の恵み・畏れと共に生きる人々の姿に対峙させ、『海と共に

ある与論で自分はどう生きるか』という問いをもたせる」ことです。そして、その

問いを探求することを通して「島だち」後の社会を生きていく力を身につけさせる

ことを目指しています。海洋教育の推進は、新学習指導要領の求める「主体的・対

話的で深い学び」を実現することと合致するものです。このように海洋教育につい

ての理解を町全体に広げ、将来、島の内外でたくましく生き抜く子供を町民ぐるみ

で育てたいと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、御質問の軽石について対応や今後の対策についてお
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答えを申し上げます。 

本町への軽石漂着が１０月１３日に確認されてから、風向きや潮流により状況は

変わってまいりますが、ほぼ島内全域の沿岸に多大な影響を及ぼしています。 

本町においては、１０月３０日に与論町漂流物対策本部を設置し、各関係機関と

協議しながら対策を進めているところです。 

具体的な対応につきましては、港湾区域や漁港は重機等を中心に回収作業を行い、

その他の海岸につきましては、ボランティア活動用にフレコンバッグの設置を行い、

小型移動式クレーンによる定期的な回収を行っているところです。 

１１月２６日現在、約６,８００立米の軽石を回収していますが、今後も軽石の

漂着状況を把握しながら継続していくよう努めてまいります。 

また、本町に漂着した軽石によって、漁業の操業や給油タンカーによる燃料等の

荷入れ作業等に影響が出るなど、予想外の被害を受けている状況にあります。特に

燃料等の確保につきましては島全体の生活に直結することから、経済的影響のある

港湾、漁港施設内における軽石の除去作業を最優先とし、国土交通省や鹿児島県に

よる軽石の除去作業における技術支援をはじめ、町内の各関係機関等で対策を進め、

ガス・重油等の燃料確保に努めてきたところです。 

また、今月７日からサトウキビの搬入も開始されているところであり、製糖工場

の操業への影響も懸念される冷却用海水取水口の軽石流入防止として、オイルフェ

ンスを設置し対策を行ったところです。 

観光名所である大金久海岸につきましては、県の支援を受け重機等で除去作業を

行うこととしており、その他一般海岸等に漂着した軽石の除去作業についても、今

後、町内建設業者等の協力を得ながら除去作業を進めてまいりたいと考えています。 

次に、空き家バンクの活用についてです。 

与論町空き家バンク制度につきましては、町内に有する空き家の有効活用を通し

て、本町への移住及び定住の促進による地域の活性化を図る目的で、平成２８年１

０月１日に設置しています。空き家バンクは、空き家の売却又は賃貸を希望する所

有者等からの申し込みを受けて、空き家バンクに登録した空き家物件を利用希望者

に対し、情報提供している制度となります。現在の本制度の利用状況は、空き家バ

ンク物件登録数が１１件、うち９件が入居済みとなっています。また、１１月２５

日現在においては、入居希望者登録数が１２世帯となっており、近年、移住者等の

住宅情報に関する問い合わせが増えてきている状況です。 

本年度においては、鹿児島県の地域活性化協働推進事業を活用し、町内の空き家

の実態調査を実施しており、次年度以降に空き家の改修事業等を推進してまいりた

いと考えています。併せて、現在実施している住宅整備支援事業や移住者住宅支援
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事業に係る補助事業を推進するとともに、空き家バンク制度の活用を図りながら住

宅確保に努めてまいりたいと存じます。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、質問事項１から深掘りさせていただきます。１と２

は併せて質問させていただきます。 

まず、この海洋教育については、私も初めは海洋教育と聞くと、本当に海だけの

ことなのかなと思いまして、でも与論は実際海がなければ観光は成り立たないと思

います。海＝観光です。それに加えて、どちらかがもし傷ついたり弊害が起きます

と、経済にも影響すると。ということは、観光業者に関しては昔から理解はしてい

るのですが、実際どうやって動いていいかというのは全く不明なところでありまし

た。私自身あまり海に行く人間ではないのですが、やはり与論に住んでいる限りは、

海を通して与論の魅力、歴史、文化というのを学ぶのは大事ではないかなとは思っ

ておりました。そこで、教育委員会のほうが率先して海洋教育と、海に囲まれた与

論島にとって海を通していろいろな歴史、文化を学ぶという考えは、とてもすばら

しいと思っています。 

僕もそういう考えに賛同しまして、いろいろなシンポジウムとか海洋教育の講習

にいろいろ参加はしたのですが、やはり島民、特に大人の方々はあまりと言っては

あれですが、そんなに参加者は少なくて、実際僕が行った中には、大体参加者の７

割は学校の先生方でした。校長先生はじめ教頭先生、担当の先生ですね。それ以外

にはごみ拾いをされている海謝美の方だとか、そういうことに関係している関係者

だけでした。実際にそういうのに関係なく行ったのは、私ともう一人の２人しかい

なかったというのは、とても残念に思っています。 

今回もですが、やはり海洋教育、それと今叫ばれている持続可能な社会ですね、

ＳＤＧｓ、そういうものをやはり組み合わせて、いろいろまた発信していかなけれ

ばいけないと思っています。それに加えて、今小中高、学生には授業としていろい

ろ指導はしていると思うのですが、今回、やはり１０人単位でもいいので、そうい

った海洋教育とＳＤＧｓを加えた何かしらシンポジウムというほど大きくなくても

いいです、講習、勉強会みたいなものを、年に１回や２回なりしていただきたいと

思いますが、教育長はどうお考えですか。 

○議長（髙田豊繁君） 教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 大変ありがたい御提言だと思っています。また理解のために

呼び掛けの会合に参加していただいていることにも、ありがたく思うことです。な

かなか教育の進展というのは、ＰＴＡと学校だけで動いているような形があって、

浸透が難しいところですが、与論町の長い意味の今おっしゃるＳＤＧｓとの関係も
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含めて、長く与論の文化もそして海を守っていくということも、海を守ることは陸

を守ることである、陸のあり方も考えなければいけないという課題意識を子供たち

も持てるように、そういった形の疑問を持って島を育っていく。そのために島のた

めに何ができるかという力をつけて帰る。そういう島だちにしたいという意味です

ので、今のＳＤＧｓへの組み入れ、それから理解を深めるシンポジウムといったも

のと、それから日頃の発表、海洋教育フェアは、年に１回していますが、島っ子ア

イデアコンテストとか子供たちが島の産品をどのように人に提案するかといった方

策もありますので、そういった会合の中に一般の町民を入れて参加していただくよ

うな取り組みも、議員がおっしゃるように組み入れていければと思います。 

ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今世界でも持続可能という言葉は頻繁に使われています。それ

とＳＤＧｓも必ず今何をするにもついてまわる課題だと思っています。それに加え、

我が与論町は、今年度全国８団体による日本持続可能な観光地域協議会の設立に参

加されまして、観光庁が進める日本版持続可能な観光ガイドライン、ＧＳＴＣのモ

デル地区にも指定されています。それと国際指標のＧＳＴＣを活用した事業も進め

ていくというのが、新聞やメディアにも出ています。 

そこで、商工観光課長にお聞きしたいのですが、はっきり具体的なものはまだ定

まっていないとは思うのですが、与論町における持続可能な観光地づくりとしての

基本理念のようなものがありましたら教えてください。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問なのですが、まだ本当に何もわから

ない状態で、ほかの釜石市が先進的なところなのですが、そちらの事務局といろい

ろ協議しながら、進めてまいりたいというふうに考えているところです。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでしたら、なるべく早くこういう軽石とか流れてきていて、

経済にも悪いし観光にも影響が出ています。環境と観光というのは一つだと思って

いますので、早いうちにそういう基本理念だとか基本的な目標の設定をお願いした

いと思います。 

ちなみにですが、海外の例を出しますと、ハワイでもこれは軽石ではないです

が、これはコロナの影響で毎年訪れる観光客の数が３分の１に減ってどうしようか

と、このままでは経済はやられてしまう、ハワイはもう終わりだという話が出たの

ですが、経済だけが悪くなって、いい点もございました。実はハワイ州の海の透明

度が６０％も改善したそうです。もう本当に人か来なければきれいになるなと。そ
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れとサンゴも２０％ほど再生したそうです。そこで、ハワイ島の人たちはそれを見

て、まず全員思ったことが「コロナ以前に戻ってはいけない」と、そういう考えが

起こったそうです。やはりハワイも海に囲まれて、アクティビティのそういうスポ

ーツが多いです。海を目当てに来たりします。そう考えたときに経済一本やりでや

りますと、また再び同じことが起きると。海が汚れ、砂浜が汚されていくという考

えになりまして、今ハワイの砂浜、特に自然保護区とかに入るのに、以前は１２ド

ルで入るところがあったのですが、今は２５ドルに値上げしたそうです。これも新

しく税として導入しまして、その後に集めた税で自然保護に使うという考えに今至

っているそうです。 

ほかにも中国でもそうですが、コロナのおかげで大気汚染が８０％改善されたそ

うです。以前、気象庁が撮っていた中国の上は真っ赤になっていまして、二酸化炭

素で汚染されていました。ところがコロナの影響で工場が止まり、人々の動きが止

まったとたんに空気がきれいになるという、本当にいいのか悪いのかそういうこと

が起きています。 

ですから、与論町においてはコロナの影響もございました。本当に商売をしてい

る僕なんかから言わせると、やはり観光客がいっぱい来てもらって、飲んで歩いて

お土産を買っていただいて経済が回ってもらうと。それが一番いいのですが、やは

り今先ほどから言っている海洋教育でありＳＤＧｓ、持続可能な社会、自然保護を

考えると、やはりそれなりに人数制限をする必要があるのではないかなと思ってい

ます。ハワイの方も、日焼け止めがサンゴや海に影響があるものは使用禁止になっ

ています。これしか使ったら駄目ですよというふうに、この日焼け止めしか使って

はいけませんよという条例までできています。そこまでして、やはり海と自然と共

生していくという考えが、今の観光庁の１つの目標になっています。是非とも、与

論町もそういうものを考えていってほしいと思います。 

軽石の話なのですが、今海洋教育がどれだけ浸透しているのかというのを聞いた

のも、実際高校生とか中学生も授業でやったからただ知っている、その程度なのか

なと思ったら、茶花海岸において軽石が流れてきたときに、与論高校生が自主的に

自腹でごみ袋を買いまして、約３００袋の軽石を集めていたそうです。別に誰に言

われたというわけではなかったそうです。子供たちが自分たちの意志を持って島の

ために、海を守るためにということで、行動した結果だと思っています。これもや

はり海洋教育の成果ではないかと思っています。そこで教育長、いかがですか。こ

ういうふうに目に見える成果が出ていると思うのですが、これについてはいかがお

考えですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 
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○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。 

子供たちが自主的に参加していたり、朝のボランティアの海謝美の方々とそのＳ

ＤＧｓや海洋教育を研究している探究の子供たち４人が一緒になって、継続したご

み拾いに参加をしながら学びの場にしているということも目にしています。ただそ

の成果であるかどうかは、まだ私も実感としてはできないのですが、そういう探究

をしていくことによって、島のごみをどう減らそうかとかいうことに意識が高まっ

てきているというふうには考えています。そのせいでしょうか、中学校もいち早く

全校で、１１月の第２土曜日に子供たちを中心に保護者も巻き込んでの３校区体制

の軽石撤去ボランティアに参加しておりましたので、環境を自分の島のこととして

考える意識が幾分高まってきているのではないかと思いますが、まだアンケートを

取っていないので、自信を持っては申し上げられませんが、そういう思いは持って

います。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今後もそういう教育は進めていってほしいと思っています。そ

れと私も軽石の撤去作業に何度か行ったのですが、その軽石のすごさを見たときに、

これはどうしたものかと。本当に観光にも影響がすごいのですが、今まで与論島は、

やはり青い空、白い砂浜、コバルトブルーの海を売りにしていたと思うのですが、

軽石はもう砂浜に上陸したのは全部一粒残らず取るということは多分不可能です。

それに、軽石というのは１ミリ以下になりますと全部沈んで浮き上がってくること

はないです。それを魚とかいろいろな魚介とかにも影響が出てきます。しかも軽石

が太陽光を遮ってサンゴ礁にも影響が出るそうです。今回この夏場に軽石が来なか

ったのは、まだよかったのかなと私は思っています。これがもし夏場の繁忙期に軽

石が流れてきて、砂浜が真っ黒になったときに、本当にどうなるのだろうと。今１

２月ですが、来年の７月、８月までにこの軽石というの対策を取らないと、きれい

な海、白い砂浜という名前を言うのをためらうぐらい軽石で覆われていますので、

今後この砂浜に乗っている軽石を一体どういうふうに観光につなげていけるのか、

基本的には僕が思う笑いを取るのでしたら、与論の海とか沖縄の海というのは真っ

白な砂浜が当たり前です。ですが、東京とか大阪の砂浜は真っ黒です。僕がよくア

ニメで見て驚くのは、皆さん気付いているかどうかわかりませんが、海のシーンだ

と砂浜は黒い砂浜出てきます、茶色ですね。特に子供向けのアニメ番組ですね、日

曜日とか土曜日にやっているやつを見ますと、僕なんかからすると、砂浜は白なの

に何で茶色なのだと、そういうふうに見てとれるのです。ですが、向こうからすれ

ば茶色が当たり前だと思いますが、我々からすれば白い砂浜が当たり前だと思って

います。そこで、やはりこの黒くなったのを今から真っ白にするのは不可能かなと
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思っていますが、そこで多少まだら模様になった砂浜をどうにかして観光につなげ

てまいりたいなとは思っていますが、多分難しい質問をしますが、商工観光課長、

実際今砂浜が軽石が乗っかって、ちょっと砂浜が黒くなっていますよね、半分。茶

花海岸だったりほかのところも、東側のところですね、南側の浜もなっていますが。

そうなった場合、観光客が来て「白い砂浜じゃないの」と聞かれたときに、「いや、

軽石の被害だよ」と言えばそれで終わりですが、そこから次の観光に対して、どう

いうことを進めていこうかなという考えがありましたら、何かお聞かせください。

すごい難しいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問なのですが、環境課と一緒にまた取

り組みながら進めてまいりたいなとは思っているのですが、また向こうの八丈島と

かのテレビを見ていましたら、黒い砂浜に白い軽石が流れてきたという表現をされ

ておりました。またそういう何か観光客の方にも、そういう観光の仕方もあるみた

いなのですねとか、返していければなと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 難しい質問にお答えありがとうございます。 

本当にこの軽石は、先ほど町長の答弁からもありましたように、江ヶ島の方に茶

花港にタンカーが接岸できなかったり、そうしますと九電の重油の供給ができな

い、そうなると島全体が停電してしまう可能性があると。それでガスや石油関係も

全部江ヶ島の茶花港にあります。給油できないと我々の生活にも影響が出るのは必

至です。それに加えて、現在日本自体が何か地殻変動とか異常気象が起きているの

ではないかと思っています。実際、山梨県で２週間前に震度５の地震がございまし

た。その何時間後には和歌山県で、さらに震度５の地震があったそうです。それに

加え、今トカラ列島は、奄美大島の左上のところで、１日で震度１から３の間で１

００回の地震が起きているそうです。これを見ますと、やはり地球温暖化が進んで

いるのかなというふうに考えざるを得ません。それを考えますと、先ほどから言っ

ている島の環境保全、ＳＤＧｓを通して、どうにか与論からもちょっとでもいいの

で、環境に対していろいろ尽力していく必要があるのではないかなと思っていま

す。 

今よく言われているのが、前までは３Ｒという言葉がありました。リサイクルと

かリフューズとかありましたが、今は４Ｒがあります。説明させていただきます

と、１つはリフューズ、断るということです。過剰包装を断る、マイバックを持っ

ていってレジ袋を断る、あと割り箸を使わない、マイ箸を持っていって割り箸を断

ると、そういうのが１つです。それとリユース、繰り返し使うということです。修
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理しながら長く使うとか、何度も洗って使えるリターナブルびんを使うということ

が大事だと思っています。そしてリサイクル、正しく分別する。再資源に使えるペ

ットボトルとかびん等の分別をしっかりするということです。最後に４つ目がリデ

ュース、マイボトルやペットボトルや缶入りの飲料水を減らすことです。今東京と

かでもありますが、ばら売りですね、油、みそ、塩、砂糖も全部ばら売りの店が増

えてきているそうです。そこのお店に行ってびんを買ってそのびんでグラム単位で

販売をしているというお店も増えてきています。リフューズ、リデュースは減量し

ようということです。要らないものは買わないと。私たちも宴会とかお祝いをする

ときには、たくさんのごちそうを出したいという気持ちはあるのですが、今回こう

いうことを聞くと、やはり出すのではなくて必要なものだけ、必要な分を出せばい

いのではないかなと思っています。そうすることによって、現在国もカーボンニュ

ートラル、脱炭素など環境への配慮が叫ばれていますので、是非とも与論町に対し

ても何かそういった環境に対する目標を立ててみてもいいのではないかなと思って

います。ちなみに知名町は、今井町長が先日２期目当選されましたが、１期目のと

きに２０５０年までには二酸化炭素を３０％、４０％減らすということを実際議会

で言っています。それに対して、山町長にお伺いしたいのですが、与論町としても

何か大きな目標でなくてもいいです、１つずつ環境に対してこういうことをしてい

こうという考えがありましたらお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。先ほどからお聞きをしておりまして、

本当に与論の島は海洋民族の島であるということを思いを強くすることです。子供

たちを連れて海に行って海に親しませる、まず海の恩恵を受けるということから考

えると、本当に与論の島は柳田国男の言うことではなくても海洋民族だなというの

ははっきりわかることでございまして、そういうことから教育委員会が目標に掲げ

ている、与論の海や海に守られた伝統・文化、海の畏れ、そういうものをしっかり

と学ばせて、これからの島だちにつなげてまいりたいというきちんとした目標を立

てて、海洋教育を進めておられるということを大変ありがたく思うことです。そし

て、先ほどありました持続可能な環境ということでいきますと、やはり今まで我々

は年間１５万人というオーバーツーリズムも経験したこともあります。今はやはり

着地型の観光だろうというふうに思います。与論の島に来た人たちが、与論の人た

ちが計画したとおりに従って、昔みたいに大型ツーリストが送り込んだ客をただ受

け入れるだけではなくて、与論でどういうふうな工夫をしていけばいいのか、与論

の観光をどうしていけば活性化するのかということを地元のみんなで考えていく、

そういうふうな観光にしていかなければならないと、これが着地型の観光と言われ
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るのですが、そういうふうに力をつけてまいりたいと思います。 

御質問のことですが、私はこう思うのです。与論は人が来れば来るほど美しくな

る島をつくろうということで、人々が提案をされています。やはりそういうものに

私たちは行政も町民も一緒になって、持続可能な観光の島を求めてまいりたいと思

います。この頃客単価の高い高級なホテルをつくろうという動きも、ちらほら聞こ

えてきているようですので、そういうふうなことも考えながら進めていければと思

います。要は、国内の人たちが与論に来て癒されたい、そういう島をつくりたいと

いうことを思っているところです。また、先ほどからありますように、生活を守る

ために、茶花の漁港やあるいは桟橋を守っていくということにも力を尽くしてまい

りたいと思います。タンカーが来るたびに国交省の方々や県の方々が来て、お世話

をして指導をしていただけるということですので、私たちもそれと併せて努力をし

てまいりたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） はい、わかりました。 

それでは、これからまた島のために海洋教育の告知と更なる発展をお願いして、

質問事項１は終わらせてもらいます。 

質問事項２に移りたいと思います。空き家バンクについてですが、ただいま叶住

宅と西区住宅が建設中ではございますが、それ以外にやはり土地が少ないというの

と財政的に厳しい与論町においては、場所もお金もあればいっぱいつくって、いっ

ぱい人を受け入れればいいのではないかなと思いますが、やはり今あるものを利用

するというのが、一番経済的にも財政的にも優しいのではないかなと思っています。

そのために与論町のホームページにも空き家バンクがありますが、空き家バンクを

見たところ、登録数が１１件でうち９件が入居済みとなっていると先ほど答弁があ

りましたが、与論町の空き家バンク制度を見ますと、まず空き家の情報収集はどう

いうふうにしているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 空き家の情報というのは、まず役場の広報、週報だっ

たりホームページだったりに、その空き家バンク制度があるということでいろいろ

町民には紹介をしているところです。ただ、実際空き家ということでこれ使います

よということで貸したい方々というのは、あまり周知できていない部分もあるかも

しれないですが、逆に借りたいという人はたくさんいらっしゃいます。特に島外か

ら与論町の空き家の情報というのがあまりわからないということで、不動産も１件

はあるわけですが、そちらもなかなかないということ。そういったことで、空き家

バンク制度を設置していますが、それがうまく登録をお願いしますとかということ
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にはなっていないのが実情です。そういったところで、与論町においては今ふるさ

と納税やサンゴ礁基金とかを活用しまして、住宅支援整備事業とか移住者に向けて

の補助制度事業を行っています。その補助金を受けた場合は、必ずその空き家バン

クに登録していただくということで、徐々にそういった形で与論町の空き家の情報

を島外に向けて、借りたい人へのマッチングできるような制度として活用している

ところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、その空き家の情報は提供するのを待っているだけな

のですが、町自体で空き家があるというのを探しに行ったりすることもあるのです

か。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 実は本年度につきましては、この答弁書にも書いてあ

りますが、県の地域活性化協働推進事業を活用しまして、町内の空き家の実態調査

をしています。それで外から見た感じで空き家と思われる、基準は特に定まってい

ないというか、空き家と直感して思えるような物件が８６件あります。その中から

所有者と思われる人が確認できたのが７０件でした。そして、その７０件の所有者

から回答があったのが３５件です。その３５件から７件が貸してもよい、そして７

件が検討中ということで、あとは取り壊しとかそういったことを予定しているとい

うことで、貸してもよいという７件に対して与論町がいろいろな支援をして、それ

をまた空き家バンクに登録していただく。そういうことで今取り組んでいるところ

です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、その空き家が見つかって、町としてはただ登録して

終わりなのか、それともこういう制度があるから、もし貸したいと言っている７件

に対して、こういう補助制度があるからこれを直しましょうと、大体これぐらいか

かりますよという情報の提案というのもしていくのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 令和３年度には、まず空き家の実態調査をしまして、

その意向調査をしまして、来年度以降国・県の事業、それから今町にある住宅支援

整備事業、移住者向けの事業とか、今ある事業の活用もですが、さらに特に新しい

住宅というのが、なかなか入居者にとっては５、６万円ぐらいいくということで高

いという御意見もあったりして、なかなか与論町の所得で５、６万円というのは難

しいと。ですので、今その状態で、例えば空き家を持っている方がこれに費用をか

けたくないと、かけるまではしたくないということが意見でしたので、費用はかけ
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なくていいからそのままで貸してくださいと、こちらで直して、家賃分は返します

が、修理分はこちらでもらいますよということで家賃設定をしまして、そういう空

き家サブリースという仕組みがありまして、貸したい側の負担を減らしていくとい

うことも考えながら、いろいろな財政支援とかができないかなということで、令和

４年度以降になりますが検討してまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） ほかの地域で調べてみたところ、やはり地域おこし協力隊とか

ＮＰＯ法人がアイデアを出して、先ほど言われたサブリースみたいなものをして大

家さんになるべく負担がかからないようにと。中にはＮＰＯ法人などが入って協力

するというふうなことが頻繁に行われています。ですから、与論町もできれば町単

独というよりは民間の方とも情報を一元化して、そういった空き家問題に対応して

ほしいと思っています。 

それに、貸したのはいいが借りた後に、もし白アリだとかネズミだとかそういっ

た問題が出たときに、相談としては町が相談相手としてできるのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） この空き家サブリースの場合は、そういった契約にも

よりますが、その中で修繕については町の負担とか、ＮＰＯでもしやる場合はそこ

の負担とかを位置付けて、それは可能だと思います。やはり大家さんが負担をした

くないというところで、そういった修繕の面とかトラブルの面とか入居者の募集と

か、その辺は全てやってほしいという御意見でしたので、その辺も含めて対応でき

ればなというふうに考えています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 私の知っているところ、大体家とか空き家というのは、まだ修

理しなくても使えるところが多いと思います。ただ、家主さん、持ち主がなかなか

貸さないと。この人には貸してもいいがこの人には貸したくないといった考えもあ

るし、神事で悔やみで使うから貸せないといったのもあります。中には、もうお子

さんが島だちされて、内地の鹿児島や大阪、東京に行かれて、もう就職して帰って

こないと。向こうにもう家を建てたりするとなおさら帰ってこないと。そういった

場合、昔は親が子供を島に呼んで後継ぎ、ウヤムチグヮーとかいってやっていたの

ですが、今は逆で家をつくった子供たちが自分のところに親を呼ぶと。こっちに来

れば施設もあるし介護もできるよと、大丈夫だからおいでねと言って島を出ていく

人も何人か見受けられます。そういったときにその家も残っています。僕もそれを

見たときに家を空き家バンクに登録して、貸してもいいのではないかと言うのです

が、大体さっきも言ったように悔やみで使うからとか、またいつか帰ってくるから
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とか、あと１０年後、２０年後に子供が多分帰ってくるからという回答はいただき

ます。ですが家というのは人が住まないと、使わないことにはどんどん朽ちていき

ます。ですから、細かいことですが、そういうのもやはり町として難しいと思いま

す、人間関係とか税金トラブル、利権関係いろいろありますが、そういったのをな

るべくクリアにして、借りたいという人には行政が間に入っているから大丈夫だよ

と安心感を与えて、貸していただけるような空き家バンクづくりにしていただきた

いと思います。 

それと、まず家を借りるときに、僕たちが与論から卒業して家に行くときに、必

ずぶち当たるのは、東京とかで家を買われるときには必ず瑕疵、要するによく言う

事故物件ですよね。何かあったのではないかなと。そういうのは全部報告事項があ

るのですが、ある程度時期が経つと報告事項というのは消えてなくなります。それ

に私たちが家を借りるときにも、ほぼ料金しか見ません。月幾らとか敷金、礼金幾

らだとかがありますが、必ず家を借りるときには瑕疵、俗にいう先ほどの事故物件

というものが、これは必ず借りるときに貸主が借り手に対して必ず説明しなければ

いけない事項になっています。そのうちで４つあるのですが、１つが物理的瑕疵。

要するに建物が古いと雨漏りもすると、それでがたがたになっているというのも全

部説明しなければなりません。もう一つが法的瑕疵です。違法建築とか勝手に建て

増ししていると境界線を越えていると、そういったものもあります。それともう一

つが環境的瑕疵。周りにお墓とか国道が走っていてうるさいとか、騒音問題、そう

いったのも今の物件では必ず告知しなければいけないとなっています。そして、一

番厄介なのが心理的瑕疵。先ほど言った事故物件ですね。要するに生死に関わる何

かあった建物というのが、必ずこういうのも報告する義務があります。与論町にお

いても今４０％近くが６５歳以上の老人ばかりです。しかも独居老人が多いです。

そういったものをちゃんと情報収集して、もし空き家で貸すとなった場合には、や

はりここら辺の情報もちゃんと収集して、貸し手にちゃんと報告するのか。それと

も、もうそういったまずいといったような物件は空き家バンクに登録しないのか、

そこら辺の考えはありますか。いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 宅建業法とか不動産業につきましては、その借り手貸

し手の媒介の場合は、必ずその重要事項説明が何十項目か義務付けられていますが、

この空き家バンク制度につきましては、情報提供という役場の立場ではありますが、

役場が中に入る以上、やはりそういった今のいろいろな建物だったり事故物件だっ

たり、その辺の情報提供はやらないと、やはり後のトラブルが出てきそうですので、

その辺は空き家バンクに登録する際は、今の議員のいろいろな物件情報の提供はや
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らないと、町も介入しているので町が知らないというわけにもいけないと思います

ので、その辺はまたしっかり取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） よろしくお願いします。 

それでは、最後ですが、民間との不動産をやっているのもあると思うのですが、

そちらとの情報交換をして一元化しようという考えはないですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 情報共有といいますか、私たちも役場に毎日のように

島外から空き家がないかという情報の提供をお願いしますということで来ているの

ですが、ほかに与論町には不動産が１件ありますのでということで紹介はしていま

すが、逆に向こうに行って聞いても、なかなか今ないということで、連携といいま

すか、情報は都度といいますか随時といいますか取ってはいますが、今回建設課で

宅地建物士も含めた協議会というのもつい先般つくって、いろいろな情報がその協

議会の中でいただけるものだと考えていますので、その辺からまたいろいろな展開

ができるようにまた取り組んでまいりたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。 

僕が帰ってきた３０年ぐらい前は、与論には仕事がないということばかり言って

おりました。ですが今時分は、仕事より先にまず住む場所を探す方がいっぱいおい

でです。それに家族としての形も変わってきています。核家族化も進み、島に帰っ

てきても親とは住まないと、自分には自分の家庭があるからということで家を出

て、家を借りる人が多いです。そういう方もいますが、やはり与論に来たからには

いつか誰か、僕なんかのときには長男坊が家を継ぐというのは当たり前ではあった

のですが、それができなくなってくるとやはり家をいかに利用して使うか、空き家

にするとまた犯罪だったり、高校生のたまり場だったりとか悪いことに使われる可

能性もありますので、そういうこともまず目を光らせながら監視してまいりたいと

思います。私たちも、もし家とか借りられる情報がございましたら、町に提供して

まいりたいのでよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君の一般質問を終わります。 

次は、９番、沖野一雄君の発言を許します。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今日１２月８日は御案内のとおり、かつて日本海軍がハワイの

オアフ島真珠湾を攻撃して太平洋戦争が始まって、８０年が経った日です。今朝の
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ＮＨＫのニュースでも取り上げていましたが、日本陸軍が戦前に秘密裏に調査を行

ったチームの調査結果で、米英との日本の経済力の格差というのは、実は２０対１

だったという話がありました。２０対１という体力差にもかかわらず、開戦に走っ

てしまった、判断を誤ってしまったわけです。「敵を知り、己を知れば、百戦して

殆（あや）うからず」という孫氏の兵法があります。私たち与論のこの小さな島も

島の内外はもとより、世界の情勢を見ながらしっかりと私たちの足元のこの己の実

情そして課題をわかり、未来への判断を誤らないようにしないといけないと考える

ものです。 

それでは、先に通告しました一般質問に入りたいと思います。 

１ 生活困窮者対策について 

(1) 新型コロナ禍の長引く影響に加えて、軽石の大量漂着、原油関連製品の

高騰などにより、商工観光業や漁業従事者等を中心に生活困窮者の増加が

懸念されるところであり、生活保護制度等による救済を含めて、早急な対

策及び支援策が必要と考える。町長の認識と今後の具体策について伺いた

い。 

２ 環境保全対策等について 

(1) 島のほぼ全域の沿岸に漂着している大量の軽石の除去については、現在

まで多くの町民ボランティアや団体組織等による継続的活動により、応分

の成果を上げつつある。そこで、作業効率を高めるための重機等の活用に

係る燃料代相当の公費負担など、ボランティア活動に伴う最小限のコスト

支援が求められているが、対策をどのように講じていくお考えか。 

(2) 本町の汚水処理人口普及率は、昨年度末現在５７.４％で、県平均８３.

０％を大きく下回り、郡内でも低いレベルに止まっている。観光立島を標

榜し、環境保全を図る上で解決すべき課題と考えるが、町長の認識と今後

の対策について伺いたい。 

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、軽石の影響を受けた生活困窮者対策について申し上

げたいと思います。 

まず、観光事業者への影響についてですが、島内のマリンレジャー事業者に軽石

漂着の被害について調査したところ、ほとんどの事業者が被害を受けており、その

うち数社が休業せざるを得ない状況となっているようです。また、観光業全体に関

しても、来島キャンセルもいくらか発生しています。 

対策につきましては、国・県への支援の働き掛けや動向に注視しつつ、町におい
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ても関係各所と協議しながら対策を講じてまいりたいと考えています。 

漁業につきましてですが、軽石漂着以降、漁船の冷却用海水に軽石が混ざり、ス

トレーナー（濾し器）の詰まりによるエンジンのオーバーヒートの懸念から出漁を

見合わせる漁船が多い状況にあります。生活困窮状態に陥らないための水揚の維持、

出漁を行うための対策として、軽石を吸い込むことによるエンジンのオーバーヒー

ト防止のための取水口の改良及び海水濾し器の整備や出漁した際に航行不能となっ

た場合の救難信号発信や位置情報発信により救助の迅速化を図るための装置整備に

ついて、事業化できるよう関係機関と協議を行っています。 

また、自然災害への備えとしまして、共済等による災害補償制度への積極的な加

入等の促進も行ってまいりたいと思います。 

生活保護制度による救済措置についてですが、生活保護制度の場合は、活用でき

る資産は処分して生活費に充てることとなっており、生活に直接活用されていない

土地・家屋・預貯金・生命保険・有価証券・自動車・貴金属などの資産は原則とし

て保有を認められないとあり、ハードルが高いものと思われます。 

また、社会福祉協議会が実施しています生活福祉資金貸付制度の中で、新型コロ

ナの影響により、休業や失業のため生活資金で悩んでいる世帯に対し、特別に緊急

小口資金を貸し付ける制度がありますが、現在のところ県社会福祉協議会にも軽石

漂着による相談はないとのことで、実際対象にはなりづらいとのことです。 

次、軽石の除去について環境保全対策についてです。 

本町に軽石が漂着して以来、いち早くボランティアの方々が活動され多くの軽石

の除去作業が行われていることに対し、町民の皆様に厚く深くお礼を申し上げま

す。 

ボランティア活動に対しまして、前もって町に相談があった場合は、フレコンバ

ッグや土のう袋の提供と、集めた軽石の運搬のほか、回収用のクレーン車が入れる

場所までトラクター等で運んでいただいた場合に、一部燃料の支給などを行ってき

たところです。今後、引き続きフレコンバッグ等の提供を行うとともに、災害協定

を結んでいる建設業者などの御協力を得ながら重機等の活用を行い、軽石の除去作

業を行ってまいりたいと思います。 

また、港湾区域等の県が対応している軽石除去以外の軽石除去費用につきまして

は、海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金の対象として県に申請しています。 

次に、汚水処理についてでございます。 

汚水処理人口普及率は、汚水処理施設の普及状況を表すものですが、本町は令和

２年度末現在で農業集落排水施設の普及率１９.８％、合併処理浄化槽の普及率３

７.６％となっています。下水道施設がないため大型施設での普及率の向上ではな
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く合併処理浄化槽による普及が重要だと考えています。 

今後の対策については、単独処理浄化槽や汲み取り式を使用されている方に、広

報などで合併処理浄化槽や設置の補助制度を周知し、普及率の向上を図ってまいり

たいと考えています。 

また、農業集落排水施設は、茶花地区の住宅や商業施設からの排水の汚水処理施

設として整備しており、加入率は緩やかな上昇傾向にありますが、未加入世帯を減

少させるため、改築や増築等の機会を捉えて加入を促進してまいりたいと考えてい

ます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） まず１番目からまいります。今御説明いただきましたが、私は

生活困窮者といいますと、後で条例案で出されているようですが、新しく町民生活

課というところで、生活困窮者対策についてという項目も事務分掌の中であるよう

ですので、是非、生活困窮者対策を徹底してやっていただきたいということで質問

させていただいています。今回、質問させていただいているのは、私は心配事が３

つありまして、皆さん御案内のとおりですが、まずその新型コロナ、今世界で心配

している変異型のオミクロン株の流行というのは、今から日本でも出てくるのでは

ないかということで、ますますコロナの収束というのが長期化するのではないかと

いう心配が１つ。それから先ほど南議員からもありましたように、軽石の大量漂着

とその処理の問題によって観光業であったり商工業であったり、特に漁業関係者に

至っては、３分の２ぐらいの漁業が出漁を見合わせているという状況にあるようで

す。非常に心配がされるところです。それからもう一つ、本土で大騒ぎしています

が原油高ということで、なぜその原油高になっているのかといいますと、御案内の

とおり、その世界的な国連とかを中心にして、二酸化炭素の排出削減というのが世

界の流れになっていまして、そういった流れを背景にしながら、産油国が世界経済

の停滞と経済の落ち込みによって需要が減少するのではないかという警戒感、それ

によって石油産出国の設備投資とか新規開発を控える方向に進んでいるということ

で、その原油の供給制限を行うことで高止まりになっているということが理由なよ

うです。それに対して国はどういう対策をするかというと、御案内のとおり石油の

元売り業者に１リットル５円の補助金を出して、ガソリンとか軽油、灯油、重油の

４つの油種の小売価格を抑えようという策を出しているのですが、これも来年３月

までの一時的な措置だということです。しかし、そのガソリンの全国の平均小売価

格が基準１７０円を超えた場合にこれを発動するということのようですが、与論は

もうすでに今ガソリン１リットル当たり２００円ぐらいですよね。大変な格差なわ

けです。この国がこういう政策を打つからといって、外海離島であるこの沖縄、奄
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美、小笠原といったところとの格差は全く埋まらないわけですよね。そういうとこ

ろを非常に心配するわけです。それによって非常に経済的な打撃も大きいですので、

そこを心配しているわけです。それで、先ほどから回答の中にもありましたように、

社会福祉協議会が窓口になっていろいろな特例給付と言いますが、コロナ禍の中の

国の打ち出している施策、低所得者向けの特例給付ということで２つあって、緊急

小口資金、これは回答がありました。緊急小口資金というのは、２０万円以内の緊

急的な生計維持のために出す資金ですが、貸付資金ですよね。もう一つは総合支援

資金というのがあって、これは例えば２人以上の世帯であれば、毎月２０万円以内

で最大９カ月まで貸し付けるという制度。合計で２００万円まで無利子で借りるこ

とができるという制度なのですね。社会福祉協議会が窓口ですが、そこまで細かい

答弁はありませんでしたが、実はこれを借りている方々は、こういう情報に非常に

たけている旅んちゅとかが非常に多いのですよね。ユンヌンチュはなかなか利用し

ていないのです、実態は。社会福祉協議会で詳しく調べていただければわかります

が、残念ながら、ユンヌンチュはこれをうまく利用していないというところがある

のではないかという心配があります。 

それから、最近になってまた今年の７月から始まったのですが、返済が不要な自

立支援給付金があります。申請月から３カ月間、単身世帯であれば月６万円、二人

世帯であれば８万円、３人以上は１０万円ということで、この条件は特例貸付が２

００万円を借り切った人、これ以上借りられないという人と特例貸付を受けられな

かった人というのが対象なのですが、実は最近打ち出したこの国の自立支援給付金

は国の見込みを大幅に下回って、国の想定する１割程度しか借りていないという専

門家の意見があります。どういうことかというと、この回答の中にもあった緊急小

口資金とか総合支援資金を利用している方々は結構多いのですが、この自立支援給

付金の申請が非常に少ない。これは自立支援給付金には、資産要件とか所得要件、

収入とか資産の要件が加えられたのですね。それで非常に申請者が少ないという状

態になっているということで、その回答の中にありました緊急小口資金とか総合支

援資金というのは、実はこれは貸付金ですので、前年度の所得が非課税であれば、

町民税、住民税が非課税であれば、その人は返さなくてもいいというふうになって

いるようですが、実は非課税でない人が相当借りているようですね。そういった方

の分の債権回収というのが後々問題になってくるのではないかという懸念もありま

す。多分町民福祉課長あたりはそれを御存じだと思うのですがね。そういったこと

もあるのですが、残念ながら与論の方々は生活が苦しいにもかかわらず、こういっ

た低所得者向けの生活困窮者向けのいろいろな貸付金とか交付金を、あまり利用し

ていないという背景があるのではないかという心配があるわけですよね。それでこ
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ういう質問をさせていただいているのですが、まず例えば生活保護制度を答弁の最

後にいただきましたが、非常にハードルが高いということは誰もが知っているので

すが、与論の生活保護の実態というのを紹介させていただきます。令和元年度の実

績で生活保護受給者というのは、与論町では７６世帯、対象人数で８６人が対象に

なっています。そして受給率、分母は人口ですが１７.１‰（パーミル）、１０００

人当たり１７.１人という計算になります。奄美群島の平均で４６.２‰です。与論

と全然数字が違うわけです。鹿児島県の平均でも１８.８‰なわけです。与論は特

別低いのですね、生活保護の受給者が特に少ないのですよ。沖永良部島の２町平均

でも１８.０‰、徳之島に至っては４０.９‰です。喜界島でも２０.１‰、大島本

島の平均で５９.４‰です。与論はたったの１７‰しかないのです。この差は何で

しょうか。町民福祉課長、多分考えていらっしゃることがあると思います、お答え

をお願いいたします。どういうふうに考えるか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 制度的に確かにこの回答の中にもありましたとおり、

制限的なところもあると思いますが、島民性としてやはり遠慮がちなのかなという

感は受けておりまして、やはり本当だったらもっとこの家庭は生活保護を申し込ん

でもいいのだけれど、でもやはりそれを申し込むことが気恥ずかしいと申しますか

何と申しますか、そういった遠慮がちな部分があるのかなというようには感じてい

ます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今課長から島民性、遠慮がちというお答えがありました。私も

そうだと思っています。それとやはりゆんぬの場合は、お互いに助け合って、暮ら

しがきついようだといろいろおすそ分けをしたり、いろいろ助け合って生きている

というところがその背景にあるのではないかと思うわけです。しかしながら生活保

護の申請というのは、日本国民の権利でちゃんとセーフティネットとして憲法にも

うたわれていますので、私はこれを遠慮していてはいけないと思うのですね。生活

が苦しければ、そういう人をしっかり掘り起こしをして、行政が手を差し伸べてい

く。そういう姿勢が非常に私は重要だと思うから、こういう質問をさせていただい

ているのですが。その生活保護の受給率というのは、与論は特別群島の中でも低

い。鹿児島県の平均よりもはるかに低いという中で、例えば与論の豊かさの指標で

ある町民所得、豊かさの指標、どの程度与論が経済的に豊かなのかと見たときに、

与論が豊かであればいいのですが、町民所得で比較しますと例えば最近の数値、平

成３０年度の一人当たりの町民所得は２２２万１０００円です。２２２万１０００

円で、大島郡は鹿児島県の中でも一番低いし、全国でもかなり低いのですが、１２
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市町村の中で９番でしかないのですね、１２市町村の中で９位。与論より低いのは

例えば天城町とか伊仙町とかぐらいしかないのですね。そういった意味でかなり貧

しい実態があるわけですよね。そういったところで一方生活保護の受給者が圧倒的

に少ないという状況をみても、推して知るべしでですね、やはり与論は生活保護対

象者がいっぱいいるにもかかわらず、申請をしていない、遠慮をしているという実

態があるかと思うのです。そこで、しっかりコロナの影響で生活が厳しくなってい

る方が実際あると思うのです。例えば、もちろん生活保護には資産を持ってはいけ

ないとか最小限の持ち家とか野菜をつくったりする畑ぐらいは許されますが、それ

以外の資産はしっかり現金化して暮らしに充てて、すっからかんになった状態で申

請するということが原則になっているのはもう御案内のとおりですが、そういうと

ころをどうすればしっかり生活保護をもらえるかということではなくて、生活保護

が必要な方はしっかり誘導して、こういう制度がありますよということで行政の方

で手を差し伸べるべきではないかというふうに考えるわけです。是非そうしていた

だきたいということで、町長、今の町民福祉課長と私のやり取り、また私たちの話

を市長がお聞きになってどのような感想をお持ちか、またどのようにしなくてはい

けないかというふうに考えるか、意見を伺いたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 御提言ありがとうございます。私は過去に民生委員を家内がや

っていたものですから、いろいろなそういうふうなことで話題になって聞いたこと

があります。本当に国からお金をもらってまで暮らすのか、というそういうふうな

感じを持って、民生委員が行ってもなかなか進めても応えないという方もいらっし

ゃるやに聞いていますし、言われるように、本当に与論の島の助け合いの精神ある

いは非常に遠慮がちな島民性、そういうのもあってこの受給率が非常に低いという

ことを感じている一人です。そしてやはりこの生活が困窮していくということにつ

いて、何も自分の働きが悪いというのではなくて、こういうのは国民として最低限

の生活を受ける権利があるという、そういう法律に基づいて救われていくのだとい

うことを、やはり恥ではないのだという当然の権利なんだということを、もっと普

及しなければならないなというふうに思ったりもするわけです。週報等機会あるご

とにまた町民福祉課とも協力しながら、皆さんが本当に困っているときには助け合

えるような、そういうふうな制度に活用していければというふうに思っているとこ

ろです。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今、町長からありがたい答弁がありました。全くそのとおりだ

と思います。実際もう２年続いているのですが、今回のコロナの影響とか軽石の大
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量漂着によって漁業ができないとか、やはり生活を実際圧迫されている方が、あま

り表に出ませんがかなりいらっしゃると思うのですよね。例えばパートで働いてい

る、あるいはアルバイトで生計を立てているようなひとり親世帯であるとか、ある

いは遺児家庭であるとか、あるいは身寄りのない高齢者であるとか、そういった少

ない年金で暮らしていらっしゃる独り身の高齢者であるとか、あるいは奨学金とか

アルバイトで資金をためながら頑張っている学生の人であるとか、その学生にまた

仕送りをしている家庭であるとか、やはり台所事情が相当苦しい方が多いと思うの

です。そこで１つだけこの項目では提案して、次の質問に移りたいと思うのです

が、やはり民生委員の皆さん頑張っていらっしゃいますが、役場の町民福祉課もそ

うですが、ただ座して相談を待っているのではなくて、やはり実態調査は必要だと

思うのです。今のタイミングだからこそですね。ですから、例えば民生委員はもち

ろんですが、民生委員を中心に例えば必要であれば各自治公民館傘下の小組合長さ

んにもお願いして、お隣さんの実態調査をしっかり項目をつくって、個体調査がし

やすいような項目をつくって、それによってそのしっかり町民福祉課が乗り出して

いくという形で、必要であれば生活保護にしっかり誘導していただく、啓発をして

いただく、そういうような努力をいただきたいと思うのですがいかがでしょう、町

長この質問の最後にお答えいただきたいのですが、町長がリーダーシップをとって

いただいて、実態調査をしていただくということはいかがでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。民生委員の方々も訪問をしていくと、

中には本当に相談に乗ってくれる場合もあるし、また言い返される場合もあるみた

いでありまして、実態調査というのも項目を考えながら町民福祉課と一体となっ

て、今後検討してまいりたいと思います。できるだけその町民の幸せのために、実

態がつかめれば大変ありがたいことだと思っています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 町民の幸せ、町民の豊かさ、そういったのを少しでも良くする

ために、是非町長を中心に頑張っていただきたいと思います。 

次の質問に移ります。環境対策、先ほど南議員からも軽石の話がありましたの

で、私は補足的に短時間で終わりたいと思いますが、私は昨日島の軽石の状況を自

分なりに２時間ほどかけてくまなく回ってきました。やはり私が予想していたより

も、この前の強い風、海の荒れの影響で少し軽石が流れたのかなと思われるような

荒れでちょっと安心したのですが、やはりたまっているところがありました。例え

ば、具体的には南側については前浜であるとかハキビナであるとか、供利港周辺で

あるとかはかなり軽いという感じがしましたが、そのほかの西側、北側、東側につ
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いては、やはり場所場所によって吹きだまりのようになって、たまっているところ

がいくつかありました。紹介させていただきますと、例えば皆田の遊漁船とかが船

溜まりになっているところは、かなりの量が皆田の船だまりのところにたまってい

ました。相当の量で、あれはできればボランティアでまたやっていただきたいなと

いうのがありましたし、例えば茶花でいえばコースタルリゾートの船揚げ場のとこ

ろは、前から何回もいろいろな方々が努力して処理をしているのですが、それでも

相当な量が揚げ場のところに吹きだまりのようにたまっていますね。あとは海中公

園の下ですね、リサイクルセンターごみ焼却炉の海中公園センター下の浜のところ

に、特に手前側に相当吹きだまりのようにたまっていました。あとは赤崎の付近に

新しいのが流れ着いているというところがありました。そのほかは一部細かいとこ

ろでは江ヶ島の内陸の湾のところの奥の方、プリシア側のところにちょっとたまっ

ていました。あとは予想したよりも少ない感じがして、相変わらず大金久とか船倉

とかは少し減ってはいますが、まだ大分残っているという感じ。北側の黒花、赤

崎、宇勝とかの付近は大分軽くなっているようです。ボランティアで相当回収して

いる寺崎辺りはかなり少ないような感じがしましたが、その隣のめがねで有名なト

ゥマイの浜には今度１２日にまたボランティア活動がありますが、ちょっとたまっ

ているという感じを受けています。島全体としては心配したよりは少し減っている

かなと、ボランティア活動のおかげと、もう一つは風や波の影響だと思うのです

が、そういったところでまだ残っているところはかなりあります。 

それで、先ほど南議員への答弁の中で、回収量６,８００立米という答弁があり

ましたが、全体としてどうでしょうね、推測でよろしいのですが数字があれば、ど

のくらいの量が今与論の浜に上がっているのでしょうか。どなたか課長、詳しい方

がお答えできればと思うのですが。 

○議長（髙田豊繁君） 朝岡環境課長。 

○環境課長（朝岡芳正君） 回収量としては６,８００立米回収してあるのですが、ま

だまだ海岸の上にトン袋に入れた袋も何十袋と置いてありますし、また場所によっ

ては今沖野議員がおっしゃったとおり、宇勝の墓の下とかは全く皆さん御存じない

ですが、結構たまっています。計算とか全くまだやってはいないのですが、今まで

回収した分とそう変わらない量が、まだ残っているのではないかと私としては思っ

ています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 本当にボランティアの皆さん、私も何度か参加させていただき

ましたが、本当に大変な作業ですね。一番効率がいいのは機械が入れるところは、

例えばバケットローダーというのですかね、牛のたい肥とかをすくうやつ、あれが
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一番私は効率がいいと見ているのですが、この前寺崎で二度ほど参加しましたが、

一番バケットローダーですくうのが効率がいいですね。何十人分を一気にできると

いう感じ。機械が入れるところはいいのですが、機械が入れないところはどうして

も人力でしなくてはいけませんので、そこが課題だなと考えていますが、ところで

そのボランティア活動といえば、町のホームページかな、あれ。ネットで見てみま

すと観光協会観光課が関わっているようですが、その島外に対してボランティアの

全国募集もされて、１２月１５日からそれが始まるようですが、日本財団のボラサ

ポ財団の主催で何かされるようですが、これは第１陣の情報はありましたが、また

第２陣、第３陣という予定をされていらっしゃるのか、課長に聞かせいただければ

と思います。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ２週間ほど前にそのボランティアの方々が御挨拶にま

いりまして、学生のボランティアと一般のボランティアと聞いています。そして１

２月の中頃から、２班に分けて２０人ほどで来島するとお聞きしておりまして、日

にちが何日からかはわからないですが、１週間ぐらい２陣に分けてこられて、活動

していただく予定にしています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） すばらしい試みだと思います。是非頑張っていただいて与論の

ＰＲということもかねて、非常にすばらしいアイデアだと思いますので是非頑張っ

ていただきたいと思います。 

この項目の最後に、行政の支援が必要なところ、まだ幾つかボランティア任せと

いうことではなくて、今でもフレコンバックであるとか下げ用の袋であるとか、重

機の燃料とかあたりは、当然行政が支援しているのですが、心配されるところは、

今国とか県に要請されている埋設をしたりするときの処理費用、あるいは仮置き場

の新しい場所がまた必要かどうかわかりませんが、仮置き場の新たな確保といった

こともこれからずっと続けていく上では必要になってくるかと思うのですが、そう

いった必要な仮置き場の確保とかの見通し、それからその埋設処理に係る費用の支

援といったところも、上の方に国・県とかにしっかり要請を続けていくことが大事

だと思うのですが、町長いかがでしょうか、取り組みの見通しと決意をお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。テレビの放送によりますと、福徳岡ノ

場の方で新しくできた島が無くなるまで軽石の流出は続きそうだという話ですが、

幸いなことにだんだん少なくなっているのではないかなと思ったりもするところで
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す。沖野議員御指摘のとおり、北側に向いて尖ったところの根っこにいっぱい軽石

がたまっているというふうな状況が続いているようですが、昨日行ったところは今

日また無くなったり、また明日行ったらまたあったりということで、なかなかリー

フの内側を行ったり来たりしている状況が続いているなと、風向きによってそんな

感じがするわけでございます。御質問の処理場の件でございますが、今町としては

なかなか確保できなくて、今のところを何とか活用していくしかないのではないか

なと、ほかにまたいっぱいになったら改めて探すべきだろうと思ったりもします。

あと建設課長あたりと一緒になって、鹿児島やら熊本やら福岡やら国交省に御礼し

ながら、また要請をしてまいりたいと今計画をしているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 御答弁いただきましたが、前回もそうでしたが、国交省はもち

ろん港湾関係は国交省ですよね、港湾とか空港とか。国交省だけではなくて環境省

であるとか、あるいは災害復旧の担当省庁である総務省の内閣府ですね、そういっ

たところも含めてその関係省庁は国交省だけではありませんので、是非要請してい

ただいて、できるだけぜい弱な私ども与論の財政状況ですので、国・県のしっかり

とした災害という扱い、あるいは漂着ごみという扱いでしっかりと国交省だけでは

なくて環境省、内閣府の災害復旧担当省、そういったところとしっかりと連絡、要

請をしていただいて、適正な処理を是非やっていただくという努力をお願いしたい

と思います。 

それでは次の質問、最後のところの３つ目の質問に移りたいと思います。御案内

のとおり、与論は非常に汚水処理人口というのが水洗化率が低くて、改めて紹介し

ますと、与論は昨年度末の最新の数値で５７％に過ぎないということで、鹿児島県

の平均８３％なのに、非常に大きな格差になっているわけです。ちなみに和泊町は

９９％、知名町は９５％、喜界でも７３％です。奄美市に至っては９２％なのです

ね。これは御案内のとおり、下水道であるとか農業集落排水、それから浄化槽を足

した数値ですが、与論は農業集落排水とあと農業集落排水地区でないところは合併

処理浄化槽で対応していくということで、今補助金を付けて頑張っているのです

が、なかなかこれがうまくいっていないと。このし尿生活雑排水、これの水の浄化

という点は非常に大きな課題だと思うのですよね。御案内のとおり、実は人間のし

尿よりも、今５,０００頭ぐらいいる与論の肉用牛の糞尿処理問題というのは、私

どもの議会でも環境建設部会でいろいろ揉んでいるのですが、非常に喫緊の課題だ

と思うのですね。 

ちなみに少し話が外れますが、肉用牛の糞尿処理のことを紹介させていただく

と、水質汚濁の水を汚す物質の割合のＢＯＤという数字を使うのですが、このＢＯ



 

（32） 

Ｄの水質汚濁物質の割合の量というのが、これは農林水産省のデータから見たので

すが、２歳以上の肉用牛１頭当たり１日に糞で２０キロ、おしっこで６.７キロ、

合わせて約３０キロあるわけですよね。そして農林水産省の出している肉用牛も含

めて、ほかに乳牛とかもあるのですが、乳牛が量は多いのですが、乳牛と肉用牛合

わせて日本にいる家畜の牛の１頭当たりと人間の大人１人当たりを比較すると、人

間の６０人分だそうです。肉用牛はちょっと少ないのですが、そう考えても仮に５

０人分だとしましょう、肉用牛１頭で人間１人当たりで換算すると５０人分ぐらい

相当するということですよ、大変な量ですね、牛は。いわば与論の人口は牛を人口

換算して、糞・し尿のレベルで考えると、５０人分ですから人口×５０倍ですよ

ね。２５万人という数値になるのではないですか。２５万人の人口が与論に住んで

いるというのと一緒だということですよ。この糞・し尿の処理についてはですね。 

この牛の糞尿の問題は、非常に喫緊の課題だと思いますので別の場でまた議論し

たいと思いますが、今日は取りあえず人の糞・し尿処理の話ですが、この後喜山議

員が私の次に総合振興計画の話もちょっと切り込むようですが、この中に是非私は

数値目標を入れるべきだと思っているのです。人間の汚水処理人口の普及率を上げ

ていただく数値目標を入れていただきたい。牛もですがですね。どうでしょう、総

務企画課長にお答えいただきましょうかね。総合振興計画の中にしっかり数値目

標、人間の汚水処理人口の普及率を今５７.４％ですが、しっかり近い将来にこれ

上げていただくようにですね、数値を入れていただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 総合振興計画の中での位置付けというのを、個別に目

標を立ててやるという方法もありますが、そういったし尿の計画みたいな、別にそ

ういった目標を定めていくというのが、いろいろな検討会を立てながらやっていく

のがいいのではないかなとは思いますが、振興計画に何％までとか、その辺につい

てまた担当課と協議しながら検討してまいりたいと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） それは要はどんなにきれいな絵を描いても実現しないと意味が

ありませんので、しっかり実現していただければそれはそれで結構なのです。必ず

しも数値をあまり個別の数値を入れる必要はないと思うのですが、しっかりと取り

組んでいただきたいというところです。 

答弁の中で、茶花地区に今展開している農業集落排水の未加入者というのがいら

っしゃると思うのですが、この未加入者は農業集落排水地区については浄化槽の補

助対象から外れているわけですよね。当然外さなくてはいけないわけです。農業集
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落排水事業というのがありますので。その未加入世帯を減少させるために今後改築

とか増築等の機会を捉えて、加入促進をしてまいりたいというふうな答弁をいただ

きましたが、その未加入世帯というのは今どのくらい、何世帯ぐらいあって、その

見通し、ちゃんとみんなが水洗化を進めて、未加入世帯ができるだけゼロに近づく

ような見通しというのは立っているのでしょうか。これは水道課長ですかね。 

○議長（髙田豊繁君） 仁 水道課長。 

○水道課長（仁 和男君） 今の調査の令和２年度末の調査で、茶花地区の対象世帯数

が４６０世帯、未加入世帯が８０世帯ですが、やはりトイレ等の改修費用とかそう

いったものがかかるので、なかなか加入していただけない状況がありますので、そ

この改修をされるときに是非加入していただきたいということで、このような答弁

を書いてございます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） この未加入世帯というのは、簡単に言えば垂れ流しをしている

わけですよね。浄化をしないまま海とか地下に垂れ流しをしているという状態です

ので、非常にこれは解決していただきたいと思うところです。それで、私の提案で

すが、与論の水洗化率、汚水処理人口というのを上げるためには２つポイントがあ

って、先ほど答弁の中にもありますが、まずはこの農業集落排水の経営改善あるい

は未加入者の加入の啓発、それはもちろんのことで今水道課で頑張っていらっしゃ

いますが、これをまず１つしっかりやっていただきたい。そしてこの水洗化率を上

げるためには、農業集落排水の区域外である、例えば那間校区とか与論校区とか、

あるいは立長の遠いところとか、そういったところをほかの地区外への今浄化槽の

設置補助金で進めていますが、これの見直し。要綱、制度の見直しですね、あるい

は拡充。そういったことがやはり課題だと思うのですね、喫緊の課題です。答弁の

中にありますが、汚水処理人口の普及率を高める上でのキーポイントなのですね。

そこで、私２点提案したいと思います。提案はしますが、それを実際にやっていた

だくかどうかは、また皆さんで個別に、主管課の方で判断していただきたいと思い

ますが、例えば、今それぞれ要綱で補助の限度額がありますね。補助限度額の引き

上げも必要ではないか。特に町の浄化槽設置事業補助金交付要綱の第４条１項２号

の単独浄化槽及び汲み取りからの切り替えというところ。これについては、今でも

補助率が少し上げていますが、ここをしっかりやっていただかないと、地下水への

影響、海への流れ、そういったところは特に懸念されるわけですよね。そこをしっ

かり補助率の引き上げも必要ではないかということ。それから２つ目は、補助対象

の拡大。具体的には補助金交付要綱第３条２項７号、交付要綱第３条２項は補助金

の対象外の規定が載っています。その中の７号にこういったのがあります。賃貸目
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的、これは民間で事業を行う場合ですね、要するに貸しアパートとか集合住宅とか

そういうところです。賃貸目的で設置するものというのは、今対象外になっていま

す。これは先ほど南議員からもありましたが、町が進めている定住化促進にブレー

キになっていると私は思っているのです。簡単に言いますと、農業集落排水地区で

アパートをつくろうとしたりすると、当然集排につなげばいいんだが、そうでない

地区外の人たち、那間校区、与論校区、立長の外れとか、そういったところでアパ

ートをつくろうとすると、浄化槽の補助対象外なのですよ。非常に負担が大きいの

です。これは町長が進めていらっしゃる定住化促進にブレーキになっていると私は

考えています。先ほどから空き家の利用とかその定住化を進めるための住宅を探し

たりして、問い合わせが多いという総務企画課長の答弁もありましたが、これは民

間が努力をして、じゃあ住宅が不足しているそうだから私が住宅をつくってみよう

かなと、あるいはまたリフォームしてやろうかないうときに、貸家だと対象外にな

るのですよ。そこは大きな問題だと私は思っているのです。そこで、ただ今の浄化

槽は、あれはもともと国から始まっている補助事業なものですから難しいところは

ありますが、町単独ででもプラスして、私は進めるべきではないかと思っています。

それで、例えば、ネットで見てみますと、長崎県の島原市は要綱の中でこういうふ

うな表現になっているのですよ。集合住宅、建売住宅、貸家等については対象外だ

が、ただし、つくる前にあるいはつくっている途中で申請する前に居住者がすでに

決定している場合は対象とするという例外規定があるのです。この浄化槽の主管課

の水道課長は、是非調べていただいて、できるかどうかわかりませんが、アパート

をつくったり今の住宅不足問題を解決するためには、絶対これはキーポイントだと

思っているのです。ですから何とか補助対象に入れていただくように、農業集落排

水地区外の民間アパートとかをつくる場合に、建てる場合に、浄化槽の補助対象に

する例外規定を設ける、あるいは対象にするといった措置も必要ではないかと思い

ます。その２点です。補助限度額の引き上げ、特に単独浄化槽、汲み取りからの切

り替えの補助率を上げるべきだということと補助対象の拡大、この２点を私は提案

したいと思います。 

私が申し上げたいことは、さっきの牛のし尿まで触れてしまいましたが、観光の

島と言いながらですね、やはり先ほど今度の第６次振興計画のコンセプトされてい

る持続可能な島づくりというのは、今の国連の、世界が共通している認識ですよ

ね。持続可能な島づくりというのを与論も謳っているわけです。ですから、この持

続可能な島づくりを持続可能な与論のまちの発展を目指す上で、町民の生活、衛生

環境の改善というのは、非常に重要な課題だということは私があえて申し上げるま

でもなく、皆さんよく御存じだと思います。そういう意味で、この与論の水質汚濁
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をめぐる汚水処理人口の普及率を上げていくのは、喫緊の課題だと思うのですね。

そういう意味で必要な集排であるとか、浄化槽設備の整備拡充を是非進めていただ

きたい。そのための財政措置というのは、私は急務の課題であるというふうに考え

ます。町長いかがですか。締めとしてお答えいただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 本当に与論の島が住みやすい島、そして住んでよかったと思わ

れるようなそういう生まれてよかったと思える島にするためには、水の問題は非常

に大事だなと思っています。そういう面からも水質汚濁の観点からも、水の浄化と

いうのは第６次振興計画の重要な柱になるかなというふうに思っています。その浄

化槽の問題ですが、今単独浄化槽が１２.５％ぐらい、汲み取りが３０％少し超え

ているというふうな状況のようですが、今後その提案がありました限度額の引き上

げ、それからその対象の拡大ということにつきましては、担当課とまた検討をしな

がら進めていければと思います。要は、本当に水を何とかしたいというのが次の大

きな目標になってくるかなというふうに思っています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 町長の答弁、非常に期待を持たせる答弁だったと思います。観

光の島ということで申し上げましたが、今地下水の汚染とかあるいは海の汚染とか、

そういったことはもう取り返しがつかないかもしれません。そのぐらい非常に逼迫

していると私は考えているのです。そういう意味で、是非その地下水を汚さないた

めにも、取り返しのつく今こそ、今でしょという感じですね。やらないといけない

と思いますので、是非町長を中心に積極果敢に緊急に取り組んでいただきたいとい

うふうに御提案申し上げて、私の質問を終わりたいと思います。 

以上です。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次は、５番、喜山康三君の発言を許します。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） こんにちは。一般質問を始めたいと思います。よろしくお願い

します。 
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１ 第５次振興計画の検証と新たに第６次振興計画策定が進められている。これ

らについて見解を伺いたい。 

(1) 第６次総合振興計画策定においては対費用効果、優先順位、事業の適性

規模など長期的な視点での財政規律を考慮して進められるものとする。策

定に当たって全体を網羅した、いわゆる串刺しにしたコンセプトは何か。 

(2) 新型コロナ発生など想定外の災害、非常事態に対処できる体制作りを振

興計画策定に反映しているか。消防、救急についてどのような方針に基づ

いて取り組むつもりか。 

(3) 第６次総合振興計画策定において新学習指導要領をどのように反映させ

るつもりか伺いたい。 

以上、３項目についてお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それではお答え申し上げます。まず最初に、第６次総合振興計

画策定に当たってのコンセプトは何かということです。 

第６次総合振興計画の策定につきましては、現在総務企画課において計画素案の

取りまとめを行っています。 

今年度は、本町において行財政改革大綱や観光総合振興計画、公共施設等総合管

理計画、住生活基本計画など、各分野における事業の基本計画が本計画と並行して

策定・改定されるため、各計画との整合を図りながら、本町を取り巻く社会情勢や

地域課題へ対応し得る計画内容とするべく、素案の作成を進めています。 

計画の全体を貫く基本的な柱に、「持続可能な島づくり」を掲げ、その実現に向

け、「暮らしの基盤となる生活環境や社会機能の維持・強化」、「産業活動の多様

性や連携強化による域内経済の振興」、「次世代の地域を担う人材の確保・育成」

などを軸として素案をまとめ、今後住民の方々から幅広く収集した意見を推敲の上、

最終的な総合振興計画案として策定を予定しています。 

次に、非常事態に対応できる体制づくりということです。 

自然災害などの応急体制については、与論町地域防災計画に基づき、消防・救急

を含めた各関係機関との連携体制が構築されていることから、この基本方針に沿っ

て取り組んでまいりたいと存じます。また、消防や救急業務につきましては、沖永

良部与論地区広域事務組合に定める規約及び同運営協議会の運営方針等に基づい

て、適正な業務運営が推進できるよう取り組んでまいりたいと存じます。 

新型コロナウイルス感染症等の感染症対策としては、これまで与論町新型インフ

ルエンザ等対策本部及び対策室設置規定に基づき、新型コロナウイルス感染症対策

本部を設置して、さまざまな対策を行ってまいりました。 
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特に本町でクラスターが発生した際は、県主導により保健センターの一室にＹＯ

ＲＯＮ Ｃ－ＨＥＡＴ（与論シーヒート）と銘打った現地調整本部を設けて、鹿児

島県くらし保健福祉部医療審議監兼次長そして鹿児島大学の感染症専門医、また徳

之島保健所及び与論徳洲会病院など関係機関と連携して、毎日オンライン会議を開

催しながら、対策スケジュールを協議しておりました。現在も、必要時は情報交換

を行っています。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、オンライン会議が主流になりつつあります

が、この感染症拡大の副産物として、非常に便利なツールとなっており、今後自然

災害など非常事態の際にも活用して、関係機関との連携を進めてまいりたいと考え

ています。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、第６次総合振興計画策定において、新学習指導要

領をどのように反映させるかについてお答えいたします。 

人間が暮らす社会は、狩猟社会、農耕社会、工業社会というようにその時代ごと

に姿を変え、今、我々は「Ｓｏｃｉｅｔｙ４.０」と呼ばれる情報社会を生きてい

ます。しかし、社会は今後、人間がＡＩやロボットの力を借りながら、より快適で

活力に満ちた生活を送ろうとする「Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０」時代へと進んでいま

す。そのため、本町の学校教育においては、そのような未来社会を切り拓くための

情報教育や、変化の激しい社会を心豊かに生き抜くための心の教育の充実、さら

に、今日的課題でもあるいじめ・不登校への対応の徹底を図ってまいります。ま

た、新学習指導要領で特に重視されている「主体的・対話的で深い学び」の視点か

らの授業改善が各学校で確実に進むようにします。 

また、郷土教育の推進を大切にしながら、生きる力の基礎ともなる基礎学力の定

着や、一人一人の教育的ニーズに対応した特別支援教育の充実等を図るために、学

習指導要領が目指す「個別最適な学び」（指導の個別化と学習の個性化）の実現に

も力を入れます。そして、今年度各小・中学校に配備された１人１台端末やＷｉ－

Ｆｉ環境を積極的に活用し、ＧＩＧＡスクール構想も一層推進します。 

このような方向に沿って、指導体制、研修、教育環境整備の充実を図り、指導要

領の趣旨を反映してまいりたいと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 最初どういうコンセプトかということをお聞きしたのですが、

先ほどの沖野議員からも答えを出していただいて、まさに各議員からもいろいろな

質問が出されていますが、基本的には同じ意味ではないかなと思ってはいるのです

が、やはり持続可能な社会、ＳＤＧｓですね、その中でも最も重要なものはやはり
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少子高齢化対策ではないかな。これにはもう１０年以上前から叫ばれていますが、

どういう形で具体的になったかというのを見たときに、経済的な支援とかその程度

のものであって、社会全体の支援のあり方としての設計がなされていないような気

がします。この第６次総合振興計画の策定において一番個別問題がどうのこうのと

いうわけではありませんが、この問題策定に当たってどういうような手法とか考え

方でやっているのか。振興計画表を今までずっと見ていっても、いわゆる総論みた

いなものを並べ立ててどうにでも解釈できる、できなかったのかできないのかもわ

からない。それで評価にしてもあやふやな表現で終わっている。それでは一体何の

ための振興計画なのかなという疑問がありまして、それからまた振興計画に基づい

て国や県に一定の事業予算を請求する、補助とかをお願いするときでも、私たちは

こういう振興計画を立てていますと。その振興計画を実施するためには、是非これ

が必要ですという形の１つの予算要求するときの下支え、それにもなる大きなもの

ではないかと思います。それとはまた反対に、突然にこういう事業をしたいから予

算を付けてくれという話も、今までいろいろあったと思います。特に、消防なんか

の工作車ですね、１億円近くの車を作業救助車をすぐ要求してくる。それをはい、

はい、はいと言って予算を付けて出す。本当にこの予算の付け方として一定の方針

に基づいてされているのかなと、非常にそういうところで私は疑問を持って、この

振興計画のあり方について、つくり方、そのコンセンサスのやり方、それについて

非常に大きな疑問がありまして、やはり何と言ってもこういう実務にたけている副

町長ね、あなたが一番中心になってやるべきではないかなという感じがするのです

よ。各課にまたがって全部コントロールして、これを優先しましょうよ、これから

主体的にやりましょうよと。そういうことをやはり一番最も留意してやってもらわ

ないといけない立場にあるのは、もちろん総務企画課長であるかもしれないが、副

町長の責務は非常に大きいのではないかと。この振興計画に対する副町長の考え方

ね、私は町長に質問となっていましたが、副町長にお聞きしたいのですがいかがで

すか。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） ありがとうございます。 

第６次の総合振興計画に当たりましては、まず第５次の達成率というのが一番大

切ではないかなというふうに考えました。その分につきましては、昨年度総務課の

方で、各課あるいは担当で大まかにまとめてございますが、この１０年計画という

中で今一番与論が抱えている問題はどういう問題だろうというのを出しまして、最

重要課題というのをつくっていかなければいけない。そのためにはどうしても後ろ

盾、予算ということが必要になるわけなのですが、その予算の確保につきまして
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も、従来どおり経常的にも恒例化した補助金、そういったものを見直していかなけ

ればいけない。いつまでもありきの予算ではいけないなと思います。１０年間かけ

て育成できなかった分については、やり方を見直すかあるいは削って方向性をまた

変えていく必要もあるんではないかと思っています。次々新しい事業、新しい施策

をやっていく中では、限られた予算の中でどこか１つをまた落としていかなくては

いけないということもありますので、その辺は担当とも十分に協議をしながら、も

う一押しの事業もたくさんあります。では、１０年計画の中であとどのくらいで達

成できるのかというのも、具体的にやはり詰めていきながらやってまいりたいと思

っています。詳しいことにつきましては、今最後の詰めの段階に入っていますの

で、そういった報告を調整をしながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 個別の案件にどうのこうのということであれば、個別のことを

出して質問するのですが、ただ、さっきの沖野議員からも言われているように、一

定の目標値の設定も必要ではないかと。そして評価したときに、では何で評価する

かといったらそこで曖昧になっているわけですよね、言葉であるから。そして今副

町長が言われた最重要課題を拾い上げされて、それを今後どういう形にして生かし

ていくかということで、今答弁いただいたのですが、例えば、今のＮＴＴの光ネッ

トの問題どうなっているかわからん。そしてごみ問題、ごみ焼却場の小型家電の廃

棄とかごみの収集のあり方、ごみ１つをとってもさまざまな問題や課題があります

よね。そして、現在つくられておいていた、ほったらかしている清掃センターの建

物の撤去処分。それから今から質問がありますが共同墓地の件、共同管理のあり

方、共同周辺の伐採の仕方ですね。海浜保全、百合ヶ浜の減少問題、それから海浜

漁港の保全問題、台風や地震や津波など自然災害への対処の方針、上下水道の経営

の問題、淡水化プラントは今後大きな投資が必要だという話が来ています。しかし

与論町の水道は鹿児島県一高い水道料ですよね。高い水道料の理由というものを私

たちはまだ説明を受けていないのですよ。一体ずぼらな経営をしているのか、何で

そういう状態になるのかのきちんとした説明がないわけです。それから畜産による

地下水汚染問題、さっきそれもまた指摘をされました。今まで議会の中でさまざま

な問題や改善点について質問されていますよね。それらについてそちらでふるいを

かけて、どれから優先するかということは御検討されていますか。どうですか、総

務企画課長。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 総合振興計画につきましては、この行政で進める計画

の中で、最も最上位の計画だというふうに認識しています。その中で特にその最上
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位となる振興計画の中では、やはり島がどういうコンセプトをもって将来像を描い

て進んでいくかというその基本構想をですね、それが第１点だと思います。それか

ら次に、いろいろな各分野があると思います。産業だったり福祉だったり、医療だ

ったり子育てだったり、環境防災、いろいろな現状に対して課題があるかと思いま

す。それが基本計画に位置付けられてくるのかなと思います。そして３番目にその

課題に対してどういう方策、政策をとっていくかというのが実施計画ということに

なってくるかと思いますが、先ほど喜山議員がおっしゃったように、この各分野の

施策というのは、いろいろな視点から考えていきますと膨大な数があると思います

が、その中で例えば先ほどおっしゃったこれからやる多くの事業がありますが、今

現在まだ年度とかどういった規模かが定まっているのは給食センターがあります

が、あとの例えば学校だったり中央公民館、それから解体の問題、共同墓地の問

題、そういったのを一切いつやってどのくらいの規模で、どれぐらいのお金がかか

るというのはわからない状態です。それを実施計画に位置付けるというのはなかな

か難しいところもありまして、なので、今後実施するに当たって検討委員会とかそ

こからいろいろ揉んで、事業費だったり規模だったりを決めてくるのかなというふ

うに思っています。それで、今回私も第５次総合振興計画の担当として、１１年前

にやってきましたが、なかなかその振興計画の実施計画に基づく作業というのがで

きないのもありました。また突然その先ほどあったように入った事業もあったりし

て、財政計画とかなかなか難しいところも実際ありました。今回私たち総務課で進

めているのは、直近の１、２年、令和４年度、５年度、すでにわかっている年度の

実施する施策については、実施計画として定めて、それ以降については令和４年

度、５年度のところでまた次のところを決めていくという考えをしています。た

だ、１０年間何をするかというのはもちろん基本計画の中で、例えば共同墓地をし

ようとか何とかというのは決めますが、いつ幾らでというのはなかなか示せなく

て、今回の振興計画に当たっては、ちょっとスタイルを変えて進めてまいりたいと

いうふうに考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 振興計画、今話を聞くともちろんさまざまな各担当課とか分野

にわたって、非常に大変な作業であると思うのですよ。逆に振興計画というもの

は、ある意味島の方向性を示すために根幹にある事業を、どういう事業を最優先に

すべきか、どういうことを先にやるべきか、そういう１つのある意味では事業の序

列を決めることの判断になる材料になるものではないかと思っています。中途から

ある意味政治的な力で変な大きな仕事が入ってきたときに、本来やるべき事業を先

送りしてそれを先にするとかね、そういうことがあるかどうかわかりませんが、そ
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ういうことがないためにも一定のタガをはめる必要があるのではないかと。そして

この事業から先にしてここに予算を付けなくてはいけないから、この事業はちょっ

と待ってくださいよと、これからやるべきだということもあると思うのですよね。

特に町長が替わったらどうなるかわからないから、いくら振興計画をつくっても

ね。町長が替わったら町長の方針でころっと俺が公約したからやれ、これから先に

やれと押し付けてくるかもしれないでしょう、逆に。そういうことではなくて、将

来の１０年、２０年先を見据えて、基本的な根幹というものをつくるわけですか

ら、そこはきちんとしてぶれないようにするためのものをやはりつくらなくてはい

けない。そのためにはそのための努力をどういう形でされているか。お聞きします

が、この振興計画を策定するメンバーは何人いらして、そして、今まで何回会を開

かれましたか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 今まで会については場内の庁舎内の会は実施していま

すが、町民を交えたまちづくりの委員とかというのは、まだ実施していないところ

です。今ウェブアンケートだったり、各分野でのアンケートを取っておりまして、

そちらをまとめてまちづくり委員会とか、その辺を進めてまいりたいと考えていま

す。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） あのですね、そこが問題なのですよ。もちろんネットでウェブ

のアンケート調査も全部目を通しました。それでいろいろアンケート調査していま

すが、問題を出すというのですか、それの回答をする問題提起についてもどうかな

というのもいっぱいありましたが、これだけの方針を進めるために、私こういうあ

る意味軽はずみな形で作成していくと、現場の人も見る人はやはりそれだけのもの

しか見ないのですよ。やはり町民の方々にも全部告知して、今はこういうことで

す、住民を巻き込んだ形の振興計画になっていない。やはりそういうその辺の全て

において、住民への告知、広報、全て欠けているのが多いのではないかなと思って

います。ましてやこれは、今年の３月にもできると思うのですが、その間そういう

会合も何回開かれる予定ですか。そしてそのメンバーは私が思うには、例のごとく

公民館長とか役場の職員の皆さん、それに何人か一般町民からお願いすると、そう

いう感じのメンバーのあり方ではないかなと。それで本当に住民の考え方をすくい

上げることになるのかなというので、非常に疑問に思っていますがいかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） まちづくりのそういった委員のメンバーとしては、現

在今後１０年間、現在主軸としていろいろな産業のところで頑張っている皆様方を
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お願いして、また各分野ごとで男女比とかその辺も全部含めて、大体４０代ぐらい

の方々を選出してまいりたいというふうに思っています。今、奄美群島成長戦略ビ

ジョンというのを策定していますが、そういったメンバーの中にも、その大半をま

たお願いをしていくというふうに考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） その協議会ですか、検討会は全部で何人いらして、その検討会

は一堂に会してされるのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） もちろん素案ができましたら、一堂にその会を開いて

そこでまたその方策について議論していただくということで思っています。 

○５番（喜山康三君） 何人ですか、大体でいいです。 

○総務企画課長（沖島範幸君） １５から２０というところかなと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私ですね、２０人の方がいて会合を開いたら、朝から晩までや

っても２０人の方が本当の意味での意見が出せるような時間があるのかなというの

があるわけ。だからその会の進め方でも部会を設けるとか、一定の専門分野という

か分けて、ずっと３カ所ぐらいの部会に分けてもらって討議してもらって、そこの

部会から検討委員会の委員長に出してもらって、そこで調整をとるとか。やはりも

っと意見の取り方、あり方が、進め方が非常に形骸化しているんではないかと。そ

ういうやり方のことも是非私は提案しておきますので、御検討ください。 

それから、さっき消防のこともちょっと取り上げましたが、先に町長と議長が沖

縄にドクターヘリのことで行かれたみたいですが、これは外れていますが、もしよ

かったらその経緯について、この議場で一言お願いします。どういう話ができたか

どうかですね。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 今御承知のように、ドクターヘリにつきましては、町民から沖

縄にも運べるようにしてほしいという要望が出ておりまして、それに対応するため

に議長と２人で、沖縄の県議会議員などもお願いしながら県庁の方に行ってまいり

ました。向こうでは結局、我々の趣旨は大変よく理解していただいたということ

で、ありがたい回答をいただきましたが、ただしこれは鹿児島県側からお願いすべ

きことじゃないのかなと。結局向こうは受ける側なのでというふうなことで、私た

ちがそのどうこう検討して鹿児島県に申し上げることはないので、あなた方が働き

掛けなければならないんではないかということ。ただし、事務方ではすでにいろい

ろな話をしているみたいでございまして、そのことにつきましては詳しくは言われ
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ませんでしたが、いい方向に進んでいるような口ぶりではございました。ただ、こ

れが本当に緊急にできるかというと、まだ少しいろいろとクリアしなければならな

い問題も出てくるのではないかなということですので、昨日、一昨日でしたか、大

島病院のドクターヘリの担当の方がヒラカワさんが見えられて、与論はそういう方

向に向かっているという話でございましたから、沖永良部は向こうの距離が長いの

でどうなるかは今後の課題だと、与論だけ先にどうこうというのができるのかどう

なのかも考えていかなければならないということでしたので、今後また浦添病院に

も行ったり、あるいはまた県にもお願いに行かなければいけないのではないかなと

思って、今思案をしているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 町長と議長が一生懸命していただいたおかげで、大前進です

よ、ありがとうございます。私今度１２月２１日に、沖永良部で消防議会があるの

ですが、特に与論の分遣所のことの状況を見ると、かなり手狭だと。やはりコロナ

とかそういう感染症が出た場合に、救急車で搬送して帰ってきたとき、その救急車

は簡単な話が同じ車庫に入れるわけですよね。そして同じところから所員は出てく

るわけですよ。私の考えからすれば、そういう感染症対策で出た緊急車とか救急車

というのが、別途の場所に入れてきちんと防疫体制を取った形で車から降りて、所

員も事務所には入るべきだという考え方がありまして、そういう処置が取られてい

ない。それから、今までいろいろな作業工作車とか入っていて、またこれらのメン

テ管理いわゆる保管、それなんかにしても非常に庁舎も狭いなと。そしていろいろ

雨漏りもしていると、何らかの形で手直しも必要ではないかと。けれど向こうの計

画にも載っていない、ましてや与論町の消防、この振興計画の中において消防に関

することについては、小さなことは触れたとしても大きな意味での方針は見られな

いと。この辺のこともありまして、是非分遣所、私がそう言うのはおわかりと思い

ますが、やはり与論町は与論町で独立したほうがいいのではないかという考えがあ

ってそれを言っているのですが、その与論の消防のあり方もこの辺でちょっと見直

してほしいと。振興計画の中にこのあり方をどうするのか。自分なんかの島で必要

な設備が本当に別にあるのではないかと。その辺もいろいろ考えさせることがあっ

て、こういうことも振興計画のここに入っていないと。そういう意味で申し上げて

いるわけです。総務企画課長は十分におわかりだと思いますが、よろしくお願いし

ますね。 

では、副町長、消防はもうそろそろ３０年以上過ぎて、こういうさまざまな問題

が出てきているわけですよね。いわゆる分担金の問題、負担金の問題ね。そして救

助工作車も和泊と知名には両方２カ所入れていますよね。本所に１台でいいかなと
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思ったのですが、それももちろん与論町も負担するわけですよね。だから、いろい

ろな意味で大田議員からも消防団のことについて質問が出ていますが、非常消防と

常時消防との優遇を図って、緊急体制の新しい制度、方策、組織のあり方を考えて

もいいのではないかと、そういう意味で要望ということで述べておきます。いかが

ですか、副町長。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） 今回の反省を踏まえますと、広域は広域としてのやはり必要

性も感じています。我々１島１町のこのスタッフの中で、どうしても乗り越えられ

ないという部分も出てきますので、そういったときの体制というのは、広域を乗り

越えて奄美全体あるいは県を中心にしたような体制を、もっともっと離島であるが

故に構築をしていく必要はありますし、やはり普段から確認をしていく必要もある

のではないかと思います。ただ、現実的に普段の生活を考えていきますと、より最

小限度の予算でどう運営していくかというのも、また大きな課題でもあると認識を

しています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） これについて詳しく論じるのは、もう次の機会に譲ってですね、

基本的に広域の是非の話をしているわけではないのですよ。与論町民の命と財産を

守るための組織のあり方、あり方はどれかということを言っているわけです、私は。

費用、お金の使い方、それを今後１０年のことを考えた場合、今のやり方、あり方

が本当に島民の生命と財産を守り、そして安全、防疫体制もつくったり、そういう

さまざまな手法ができるかな、そこに非常に大きな疑問があってお聞きしたわけで

すが、では次に入りたいと思います。 

教育長に質問したのですが、今与論町立小中学校のあり方検討委員会というのを

されていますよね。そもそもこれはどういう目的でされたのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 少し流れから申し上げます。前の第５次振興計画には、教育

施設の整備というところで、老朽化した２小学校について建て替えを目指します。

その際環境への負荷の軽減に対応した施設エコスクールづくりを検討していますと

いうのが第５次振興計画になっているわけです。古くなりまして、いよいよ建て替

えをということで予算を積んだりということの段階に調査をしましても、非常に那

間小が低いというのも御存じだと思います。というところから、さてこういう時代

を経て、その今後本当に３校必要かということも、この際１回確認を町民にもすべ

きではないかという内部での声も挙がりました。では、与論町の学校のあり方とい

うことで、どういう教育についての要望があるかということも、先ほどのようにあ
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り方検討委員会の中で問うてみましょうという経緯の中で、さまざまな教育へのニ

ーズ、希望、その学校の統廃合も含めてですが、するかしないかという問題という

ことで提案したのではなかったけれども、生徒数の推移、人口の推移を上げていま

したら、急に統廃合ありきなのかというような話の中で人々がやったという経緯も

ございました。簡単に言いますと、今後の学校のあり方をどのようにしてほしいか

という全体的な中で問うという形を取っていたという流れです。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私が特に質問したいのは、学校の校舎が云々かんぬんというよ

り、今からの子供たちの教育のあり方として、新学習指導要領が出してあるわけで

すよね。これに基づいてどういう形で与論町の学校の編成だとか、さまざまな意味

でのことを取り組まれているかなということをお聞きしたかったのですが、検討委

員会でお配りした資料の４ページに、幅広い見地から検討するため学校のあり方検

討委員会を設置とあるのですね、幅広い見地から検討するといったときに、この会

の会議録をぱっと目を通したところ、統廃合と学校の校舎の建設、ほとんどこれだ

けに偏っていますよね。これについてこう言ってはなんなのですが、今まで議会で

も何回も論議されていますが、教育委員会として島の子供たちの教育をどういう形

でやっていこうかとか、そういう意味での方針が示されてほしいなということなの

です。それが私が見た感じ、感じ取れないものだから、それはどうですかと聞いて

いるわけなのです。別に詳しい話ではないのですよ。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。その前におっしゃるように、さまざ

まな考え方があるということも含めていたので、こういう時代に合わせて町民の声

を聞くつもりだったのですが、ウエイトが今のような方向にいったと。その前に沖

野議員からも３校ありき、鼎立すべきですよという議会のあれも町民には伝わって

いるとは思いますが、それからＷｉ－Ｆｉ環境そういったものもあります。教育委

員会はどうかということについて、その時点で教育委員会がどっちかということを

主張するという教育委員会の内部での検討はちょっと控えておこうと、あり方の前

にはですね。そういうふうに考えておりまして、教育委員もメンバーの中に入っ

て、共に町民の声を聞きながらしっかりと把握していくという形を、今回のあり方

検討委員会には入れたわけです。さて、では教育委員会でやっているかということ

について、今回の答弁にもありますように、その今後の方向はどうかということを

問われれば、教育長としては多くの思いを持っています。１つは、今ここにも述べ

てありますが、新しい時代の教育に耐え得る子供たちを育てなければいけないと思

っていますので、変化の対応に耐え得る子供たち、しっかりとした考えを持ってい
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ける子供たち、いわゆる思考力、判断力、表現力といいますが、特に島の子は表現

力というのは先ほどもありましたように、謙虚であったり遠慮をしたりします。そ

れからデータに基づいてしっかり意見を述べるということもやや少なめです。そう

いったことを踏まえると、今の新しい学習指導要領の考え方というのは、まさに与

論でも率先していかなければいけないということで、柱の中に第６次総合振興計画

の中には、大きな２番目に海洋教育を中心とした人づくりを入れて率先したいこと

も取り組む予定で計画をしています。途中になりますが、以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 何か私の質問が悪いからかわかりませんが、教育委員会って一

体どういう仕事をされるのかなというのが逆に疑問にも思っているのですが、今の

与論のここにあるように、小中学校ですね、それとこども園とか一緒にされている

のですが、その中でどういう方向性を見つけて学校をつくって、どういう教育の仕

方をするためには、学校のつくり方はこうでなくてはいけない。今また理科の予算

を付けてくれということの陳情書も来ていますがね、いわゆる付けたとしても理科

の担当者、その専門職員は果たして手当てできているのかな、いろいろ疑問は持っ

ているのですが、いずれにしてもここにあるように、先生、教職員の確保の問題と

か、それから児童生徒数の減少とか、学校の老朽化ですね、さまざまな問題が噴出

しているわけですが、このことについて、逆に教育委員会はどういう考え方かとい

うことをまず示していただけないかなと。その子供たちが、そして学校教育のため

には、それをするためにはどうするかといったら、現場の先生方の意見が重要です

よね。だったら、与論の小中学校の教職員の皆様にどういう形の方向性にしたほう

がいいのかとか、そういう意見を聞くとか、そういう主事を中心にしてされている

のかどうか。それはどうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。その件に関しましては、この検討委

員会には校長先生を入れていますが、日頃の中では、例えば生徒指導あり、特別支

援教育あり、金銭教育あり、今のようにさまざまな教育がありますので、いろいろ

な場所でいろいろな会合で子供たちの話はもちろんしています。教育委員会も不登

校の問題あり、この海洋教育あり、それから先ほどのように共同的な学びと言いま

すが、どのようにしたら子供たちがお互いに助け合いながら、１つの共同活動を通

していろいろな意見を取っていくかという内容の討議ありで、さまざまなことを

日々語っていきますが、本当に足らないぐらいに時間は過ぎていくぐらいです。 

１つ方針をということですが、基本的な大方針は、大きくは新学習指導要領をよ

く理解をして、その新学習指導要領と先の時代を見通して、与論町の実態がどのよ
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うな子供たちにあるかを見通して、そこにウエイトをどのように与論の子供を育て

ていくかというところに置いて語るということが多いので、大きな方向というの

は、教育界の方向は基本的には新学習指導要領、１０年ごとに改定される学習指導

要領をよく理解をして、日本のあり方、世界の中にある日本人としてどう育ってい

くかという中から、与論の子供たちはどういう実体かというところに立って考えて

いくという形では、さまざまな形で論議はしているつもりですが、喜山議員の意図

している分科会を開いて、どういうことについてというまとめをしたりということ

では、していないということになりますね。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 教育長は長い間教育長をされているわけですよね、どこの部分

にどういう課題があるか、どこの部分にどういう問題があるかということはもうす

でに御承知だと思うのですよ。その問題を解決して、今後の与論の学校はどうある

べきかということの基本的構想というのは、自分なりに、教育長なりに持っていら

っしゃるんではないかと。それを教育委員の皆さんともっとかんかんがくがく論争

してもいいんじゃないですか。私はもう昨日今日教育長になられたわけではない、

校長もされて、全部精通しているわけですよ。でしたら、どういう方向がいいんだ

と、私は教育長であるならこういうやり方をやっていきたいと、それをきちんと出

していいんじゃないですか。もう要するにそのときそのときのそういう話ではなく

て、そのことについて教育長はどう考えているか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） そのとおりだと思います。そのとおりは教育行政要覧に全て

の項目について、あるべき方向や課題というか生涯学習関係から全て載せて、こう

いう旨ありたいですというのがウェブにアップしてありますように、特別支援では

こう、生徒指導ではこうありたいということの中に、柱として海洋教育も今盛り込

んでいるという意味ですので、私としては例えば具体的に何をかというように言わ

れればお話はしたいが、全ての項目について一応方針は示して、それを校長先生

方、学校にも送って、それを問いながら毎年一部変更したり重点を置いたり変えた

りというふうにして毎年少しずつ変えて、いい方向の子供たち、育成ということを

考えているという意味です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私が教育長にお願いしているのは、一定の形でそういう会合を

進めるときにも、何もなしでではなくて、教育委員会として一定のたたき台を出し

て、１０年はこういう教育方針でいきたいから学校整備はこういうやり方をしてい

きたいと、１つのたたき台を出してもいいのではないかと。それに対して各委員の
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意見とかいろいろな方々の意見を集約しながら、まとめていくという方法をしない

限り、今のやり方では雲をつかむような話なのですよ。この会議録を見ても、学校

の統合の話なのか建て替えの話なのか、それとも３校になるのか２校になるのかも

わからない。それでは論議にならないわけです。やはりその辺を教育長がしっかり

したものの考え方をやっていかないと、ほかの委員の方も学校長だってついてこれ

ないですよ。そこをめりはり利かせた形の指導をしてもらわないと、僕はそう思い

ますがね。町長は、校長を大分されている大ベテランなわけですよね、是非それに

ついてどうお思いですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） すみません、この問題につきましては、私からも教育長にお願

いをした手前ですので。実は基本的に私の考えとしましては、町民の英知を結集し

て政治をしてまいりたいという、これが私の最初の気持ちでございまして、我々が

育った頃、本当に校区意識が非常に強かったあの時代から、今の子供たち、今の親

はどんな考えを持っているのか。スポーツ少年団で交流してやっている、そういう

ふうに校区対抗意識がまだ残っているかどうかというのをまず聞いていただきたい

というふうなことで、教育長にお願いをしたわけです。それで、新しい校舎をつく

るというときに、何も考えずに、はい那間小はもう古くなったから、那間小をつく

りましょう、はい、茶花小が古くなったから次ですよということではなくて、本当

にそこに子供たちを通わせたいという保護者の本当の気持ちが集結したときに、そ

こにつくるというふうなことは大変大事なことではないかなと。同じ学校をつくる

にしても、愛情が違うのではないかなと。私たちはこの校舎を守ってきたんだよと

いう誇りがまた出てくるのではないかなと、やはりそういうふうなことをもう一度

若い方々、若い保護者に青年団も加えて考えて意見を聞きたいなということを申し

上げて、あえて教育委員会のどうのこうのは控えていただきたいとお願いをしたも

のですから、すみません、それで非常に御不満があったかもしれませんが、私の思

いはそういう意味でございました。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 皆さんは行政官ですよね、いわゆる政策提案ですよ。本町の教

育行政を将来にわたってどうしようかという提案をした側ですよ、ある意味では。

だから提案者側がどういう方針でやるか、何をやるかもわからないで、町民から意

見を聞いてやりますよなんて言われたら、誰が提案者かわからなくなるわけ。それ

一定の形で取りまとめた段階で、集約した段階で早く出すべきでしょう。給食セン

ターにしても随分長い間持ち越しされた案件ですよね。いまだに結論が出ていない

という状況なのですよ。だから、６次振興の中にもいくら盛り込んでも、全て御都
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合主義みたいな形でやられたのでは、何にも目的が達成できないのではないかと、

ある意味緊張感が足りないよ。それじゃあ一体何ですかって。是非ですね、この辺

もう少し緊張感を持って私たちの議会にも提案するなら、それなりの覚悟でやって

いただきたいと、是非それを要望して私の一般質問を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君の一般質問を終わります。 

ここで、昼食のため暫時休憩します。午後は１３時３０分から再開したいと思い

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時２７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） それでは午前中に引き続きまして、会議を再開したいと思いま

す。 

次は、７番、大田英勝君の発言を許します。 

７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 皆さんこんにちは。猛威を振るっていた新型コロナの感染状況

がすっかり落ち着きを取り戻し、第６波到来の懸念もささやかれてはいますが、今

のような状況が長く続き、このまま収束に向かってくれることを願わずにはおれま

せん。ところが、オミクロン株の出現により、状況はにわかに緊迫感を増し、今後

に若干の不透明感が漂ってまいりました。これまでの規制が緩和され、経済活動も

徐々にできるようになりましたが、引き続き基本的感染予防を徹底しながら、経済

活動を進めていく必要があります。新型コロナの落ち着きに変わり、新たに出現し

た問題が大量の軽石の漂着です。突然降ってわいたように大量の軽石が奄美・沖縄

島に漂着し、我が与論町でもさまざま問題が出ています。この軽石漂着の件では先

の衆議院議員選挙の最中、岸田総理は鹿児島市での応援演説の中で、「軽石漂着問

題はしっかり対処する」と話されました。そして一昨日の臨時国会での所信表明演

説の中でも「除去作業の経費や漁船の休業補償等についてしっかり対応する」と言

及され、補正予算では７０億円余り提示をする見通しとなっているとの報道もあり

ます。軽石漂着の問題では、与論町民の対応が大変すばらしかったと思っています。

１０月中旬に漂着後、いち早く多くの町民が動き、上は８０代から下は１０歳未満

の幼児まで、老若男女、町内のさまざまな団体や個人が計画的にあるいは自発的に

除去作業を実施しています。大勢での作業風景は実に壮観で、さすがは誠の島の住

民だなと、与論町民であることが誇らしくさえ思いました。そして、去る１１月２

８日には、軽石漂着を笑って吹き飛ばすような軽石フェスティバルも開催されまし
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た。このように降ってわいた災害さえもお祭りにしてしまう与論の若者のバイタリ

ティには、まさに脱帽です。 

それでは、令和３年第４回定例会に当たり、先に通告した件について質問をさせ

ていただきます。 

１ 消防団員の処遇改善について 

(1) ２００万人近くいた全国の消防団員が年々減り続け、２０２０年には８

１万８０００人となった。消防庁は、団員減少による地域防災力の低下に

危機感を募らせ、団員への対価の低さも減少の一因だと捉え待遇改善策の

検討を始めた。去る４月には検討会の中間報告書及び消防庁長官通知が出

されたが、本町においても通知の内容を参考に、できるだけ標準額に近い

処遇を行い、団員の確保や士気の高揚等、充実した消防団活動ができるよ

うな環境づくりが必要だと考えるが見解を伺いたい。 

２ 新西区町営住宅から県道への道路拡幅について 

(1) 西区に新しい町営住宅が建設中で誠に喜ばしい限りであるが、住宅から

県道に出る道路の出口周辺がカーブで幅員も狭く、うっかりすると脱輪の

危険もある。特に夜間は危ないと思われる。ついては、早急に拡幅工事を

進める必要があると考えるが見解を伺いたい。 

３ 学力向上への取組について 

(1) 本年は２年ぶりに全国学力テストが実施された。先般、その結果が公表

されたが、本町は全国や県に比べてどのような結果であったのか。結果に

ついてどのような評価をしているのか。また、本町では学力向上のために

どのような取組をしているのか伺いたい。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 先ほど大田議員がおっしゃったように、本当に今度の軽石漂着

の問題は、私たち与論町民の対応のすばらしさ、ボランティア精神のすばらしさに

は本当に感動いたしますし、また感謝申し上げたいと私も思う一人です。本当にあ

りがたいことだと思います。 

それでは、消防団員の処遇改善につきましてお答えを申し上げます。 

与論町消防団は、定員７２人に対し、現在６２人と１０人欠員が生じている状況

です。御承知のとおり消防庁は消防団員数が減少していることや、災害が多発化・

激甚化する中において、消防団員の負担が増加していることを踏まえ、消防団員の

適切な処遇のあり方に関する検討会の中間報告書及び消防庁長官通知を発出してい

ます。 
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本町においては、団員の確保は長年の課題であり、消防庁の中間報告にある標準

額を基準とした処遇改善を行い、団員の士気の向上や訓練・活動への意欲、団員家

族等の御理解を得ながら、本町の更なる消防力の向上に取り組んでまいりたいと存

じます。 

また、消防団員数の減少に歯止めをかけるとともに、地域単位での自主防災組織

の充実を図り、地域一体となった防災活動を推進してまいりたいと存じます。 

次に、新西区町営住宅から県道への道路拡幅についてです。 

本路線については、幅員が狭いなど交通の安全に支障を来しており、地域の皆様

には御不便をおかけしています。出口周辺の拡張につきましては、これまで幾度か

検討を重ねてきたところですが、建物等の移転や用地の確保に難があり拡張整備が

進んでいないのが現状です。 

御指摘にあります脱輪対策につきましては、今後地権者と協議し対策を講じてま

いりたいと思います。また、地域の利便性を図るため現在整備中の西区住宅の東側

より新たな道路を建設し、住宅への通路及び町道金黒線への連絡道路として整備計

画を進めているところです。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 学力向上への取り組みについてお答えいたします。 

御質問のとおり、令和３年５月に、２年ぶりとなる全国学力・学習状況調査が実

施されました。今回の調査は、小学校においては新学習指導要領の全面実施後初の

調査となります。 

まず、教科に関する調査の結果です。 

小学校６年生の平均は、国・算どちらも、地区、県、国の正答率を超えるよい結

果でした。中学校３年生も国・数どちらも、地区、県、国の正答率を超えるよい結

果でした。これらの結果と課題の分析については、「誠風」や教育委員会ホームペ

ージでお知らせいたしました。 

御承知のとおり、学びが停滞すれば、簡単に学力は低下します。このようなよい

結果は、学校の教職員のたゆまぬ努力、それを支える保護者の理解と御協力はもち

ろんのこと、子供たちの学習に向かう意欲の継続の結果であると感謝しています。 

次に、児童生徒質問紙からわかった意識面における子供たちの強みと課題です。 

強みとしては、小６では、将来の夢や目標を持っている児童が多く、中３では、

難しいことでも失敗を恐れず挑戦しようとする生徒が多いことです。 

一方、本町の課題として、携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方に

ついて、家の人と約束したことをしっかりと守っている子供の率が低いことです。

このことについても、教育委員会だより「誠風」でお知らせしたところです。 
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教育委員会は、「教育は南から」という自負をもち、学力向上のための取り組み

に多面的に取り組んでいます。今述べた学力検査の結果分析もその１つですが、そ

のほかにも、学力向上の取り組みとして、「学校訪問での指導・助言や協議」「学力

向上担当者会等の実施」「与論町自主学習推進プランの活用」「各種検定への挑戦の

奨励と検定試験への補助」などを進めているところです。 

「子を養いて教えざるは親の過ちなり 師導きて厳ならざれば師の惰りなり 親

教え師導きて成らざるは子の罪なり」という教えがありますが、学力向上には、地

域全体が学力の必要性をしっかりと認識しているという基盤が重要です。教育委員

会は、引き続き学校・家庭・地域と連携しながら、学力向上のために必要な施策を

進めてまいります。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） それでは再質問をさせていただきます。 

消防団員の処遇等に関する検討会の中間報告書は、去る４月頃本町にも届いたと

思いますが、それに応える形で、早速本定例会に消防団員の報酬及び費用弁償条例

の一部を改正する条例が上程されています。速やかな対応に敬意を表したいと思い

ます。ところで、消防団員の処遇等に関する検討会の室崎座長は、中間報告書の冒

頭で次のように述べています。これから紹介したいと思いますが、その後で町長と

総務企画課長に消防団員の処遇改善についての思いを含め御感想をお聞きしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

冒頭の文章を要約しますと、消防団員数の減少が危機的な状況となっている。全

国の消防団員数は平成３０年から２年連続で１万人以上減少し、足元の人数は令和

２年４月１日時点で８１万８４７８人となっており、このままでは８０万人を切る

のも時間の問題である。これまでも消防団員数の減少という課題に対しては、さま

ざまな議論、検討を行い、必要と考えられる対策を講じてきた。機能別団員数や学

生・女性団員数の増加など、消防団員数の裾野は広がってきているものの、残念な

がら消防団員数の減少傾向を抜本的に改善するまでには至っていない。一方で、国

内の情勢に目を向けると、毎年大きな災害が全国各地で発生している。このような

大災害に対して消防団員は自らの危険も顧みず、救助や警戒、避難誘導などさまざ

まな場面で活躍し、地域防災力の要として大変重要な役割を果たしていることは決

して忘れてはならない事実である。このような災害の多発化・激甚化と消防団員数

の減少により、消防団員一人一人の役割が大きくなっている現状に鑑みると、団員

の労苦に報いるための適切な処遇のあり方や、より幅広い今の時代にあった団員確

保策を検討する必要があるという考えのもと、昨年１２月に消防庁において本検討

会を発足させたところである。本検討会においては、まずは喫緊の課題である消防
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団員の適切な処遇のあり方について検討を行うこととした。昨年１２月から本年３

月までの計４回にわたる議論を通じ、一定の方向性について合意を得たのでここに

中間報告を取りまとめた。本中間報告を踏まえ、全国各地において消防団員の処遇

改善が進み、団員数の確保、ひいては地域防災力の一層の充実・強化につながるこ

とを切に期待したい。 

このように述べていますが、先ほどお願いしたように、町長と総務企画課長の感

想をお願いしたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。本当に消防団員の確保については私た

ち与論町では１つの島で１つの自治体を成している島ですので、何とか自分たちの

島で消防団員を確保できなければならないという切実な思いを持っているわけで

す。そういうふうなことで、今日提案しますように、その長官の中間報告に合わせ

て処遇をできるだけ早く改善したいというふうな提案をしているわけです。それに

しましても、本当に現在若い人たちが少ないということと、あるいはまた中には女

性団員もこの頃加わってきたというふうなこともありまして、こういうところにも

今後力を入れて目を配っていかなければならないのではないかなと、そういう方面

でも考えなければならないのではないかなと考えているところです。とにかく何と

か確保できるようにお願いをしたいし、また皆さん方にも協力をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 続いて、沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 消防団員につきましては、自分たちの仕事を別に持ち

ながら危険な災害への対応ということで、やはり身の危険もあるわけです。それか

らもう一つは、いろいろな家庭の中でも理解がないと、なかなか消防団に入るとか、

その辺は自分の使命感だけではまた難しいのかなというふうに思っています。そう

いったところで、いろいろな危険な場所に向かう団員の士気が低下しないように、

こういった報酬を上げていくのは、当然のことだというふうに感じています。 

今、消防団の中でも団員数を増やそうということで、いろいろ団員の方がいろい

ろやっているガソリンスタンドとかを活用して、団員の加入についても団員で考え

ながら今推進しているところです。もう一つ、来年Ｂ＆Ｇ財団の防災事業がありま

して、そこで全国にわたりますが、そういった消防団を登録いたしまして、いろい

ろ研修も深めていただいて加入の促進もまた図っていけたらなと思います。それに

加えて、やはりその消防団もですが、今、自主防災連絡協議会というのが去年立ち

上がりました。そういったことで、できるだけ町民にも集落にも防災意識を高めて

いくということもまた重要だと思いますので、併せて連携を図りながら取り組んで
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まいりたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 中間報告書によりますと、近年の消防団員の入団者数・退団者

数を分析したところ、退団者数はおおむね横ばい傾向であるのに対し、入団者数が

大きく減少していることが、団員数の大幅減の大きな要因となっていることが判明

しています。とりわけ、２０代の入団者数がここ１０年間で約４割減少、３０代も

約２割減少するなど、若年層の入団者数の減少が顕著となっています。こうした状

況を踏まえ、特に若年層にとって入団したい、引き続き在団したいと思えるような

処遇のあり方、消防団のあり方について検討していく必要があると述べています。 

また、ここ１０年間の消防団員の出動回数に着目すると、出動総数は約１割増加

しています。出動の種別で見ると、火災のための出動が２割以上減少しているのに

対し、風水害等の災害のための出動は２.５倍以上に増加しています。消防団員の

具体的な活動内容は、地域によってさまざまですが、災害発生前の土のう設置や住

民に対する早期避難の呼び掛け、災害発生直後の消火・排水作業や救助活動、災害

発生後の捜索活動や土砂・災害ごみの撤去等、多岐にわたっています。このように

消防団員数が減少する一方で、消防団員の活動が多様化、複雑化していること、ひ

いては消防団員の一人一人の負担が重くなっていることを踏まえた処遇のあり方、

消防団のあり方について検討していく必要があるとも述べています。こういったこ

とを踏まえ、消防団員の処遇の中でも特に出動手当と年額報酬の改善が団員本人の

士気の向上につながることはもちろんのこと、消防団活動に対し家族等の理解を得

るためにも不可欠だと考えられる。このように、中間報告書にも述べています。 

とりわけ出動手当については、災害時の出動のように自らも危険であるにもかか

わらず、地域住民の安全・安心を守るために行われるものに対しては、相応の処遇

をすべきであるという問題意識のもと、その適切なあり方について特に深く検討を

行ったとあります。その検討の結果、中間報告で年額報酬や出動報酬について標準

額が示されていますが、今回上程された改正条例案にも、おおむねそれが反映され

ており、評価したいと思います。 

しかしながら若干気になることもありますので、二、三お伺いいたします。報告

書の提言のとおり、出動手当が費用弁償の位置付けから出動報酬としたのはよかっ

たと思います。また、金額も消防任務に基づいて出動した場合は、日額４,３００

円を日額８,０００円、訓練のために出動した場合は、日額４,６００円を「警戒

等」という文言を挿入しながら、訓練・警戒等のために出動した場合の日額として

７,０００円という具合に変更をされており、金額も適切な額だと思います。ま

た、これまでは危険を伴う出動の場合よりも、訓練の場合の金額が本町の場合高か
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ったのですが、これが是正されたのもよかったと思います。また、「１日は７時間

４５分とする」という文言が挿入され、３時間以内半額という文言が４時間以内半

額に変更したのも適切ではなかったかと思います。 

そこで気になる点ですが、改正前は幹部会に関する条文がありましたが、改正後

の条例ではそれが削除されています。幹部会はどのような扱いになっているのかお

伺いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 訓練・警戒等のため出動した場合は日額７,０００円

とするというところで、この「等」というところに訓練・警戒以外の出動の場合は

７,０００円とするということで聞いています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 私もそうではないかなとは思いましたが、一応確認のためにお

聞きいたしました。災害はいつ起こるかわからないわけですので、時間帯もまたさ

まざまだと思います。一日を７時間４５分と設定した場合、それを超えた場合、あ

るいは１０時間以上にわたって任務を継続するような場合も中にはあると思います

が、そういった場合の扱いとか、例えば午後１０時頃に招集されて、それが翌日に

わたって２時、３時までかかった場合の扱いをどのような形で処理するのか、その

辺についても一応は考えておく必要があると思うのですが、その辺はもうしっかり

されているのか、これから検討するのかをお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 時間の取り方については、ちょっと私もはっきりとし

た回答ができないのですが、消防団長から命令が出た時点からが、その起点が保障

の対象になるということがあって、また帰路に着いたところが保険対象というその

辺からしますと、やはりただ作業をしているというところではなくて、片付けとか

その辺全部だと思いますので、はっきりした答えにはならないですが、その辺はま

た精査して御報告いたします。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） その辺についても、災害のときの出動というはいろいろな形が

想定されますので、考え得る限りのいろいろなことを想定して取決めをまたしてお

いて万全を期していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それから次に年額報酬についてですが、団員の場合は現在３万４０００円が、改

正後３万６５００円、これは最低ラインということで中間報告書にも出てきていま

すが、そして班長が現在３万５０００円が、改正後３万７５００円になるというこ

とについては妥当なところだと思いますが、分団長、副分団長以上の階級は、改正
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後も現状維持となっています。年額報酬は役務に対する反対給付ですので、上位の

階級にあり職責が重いと考えられるものに対しては、その職責に応じた報酬を設定

することが必要であると考えます。ちなみに団長の場合は、本町は６万円、交付税

単価は８万２５００円、全国平均の現状での団長の報酬では１４万４７８５円で

す。そして、副団長の場合は、本町は５万円、これは年額です。交付税単価は６万

９０００円、全国平均は１０万４４３８円。分団長の場合は、本町が４万５０００

円、交付税単価は５万５００円、全国平均は７万４０１０円。副分団長の場合で、

本町が４万円、交付税単価は４万５５００円、全国平均は５万４４６０円となって

います。全国平均とまではいかなくても、せめて交付税単価の額までは引き上げの

検討をお願いしたいと思いますが、町長いかがでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） そこまで詳しく見てはなかったので、本当に御指摘ありがとう

ございます。今後、各関係課各位とまた検討してまいりたいと、そういうふうにで

きるだけいけるようにお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 十分検討をしていただいて、できるだけ、せめて交付税単価、

その辺の額を基準にお願いできればと思います。全国の消防団員数のピークは、１

９５５年、昭和２９年の２０２万３０００人余りだったのに対して、現在は８０万

人ほどとなっています。一方鹿児島県の消防団員数は、昨年１０月現在で１万５１

７０人でピーク時よりは４,０００人近く減少しています。若年層の団員数の減少

も顕著となっており、全国でも団員に占める２０代から３０代の割合が１９６５年

の８８％から昨年は４３％に半減しています。鹿児島県の平均年齢は全国平均を３

歳上回る４４.９歳となっていますが、本町の団員の平均年齢がおわかりでしたら

教えていただきたいと思います。団員の平均年齢は幾らぐらいでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） すみません、今わからないので、後でまた報告いたし

ます。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 本町においても消防団の活動には、火災の出動とか風水害での

出動、海難事故での出動など多岐にわたっており、団員の若返りは常に求められて

います。若者に積極的に入団してもらうためにも、団員の処遇改善は喫緊の課題で

ありました。今回の条例改正で処遇も待遇も大分改善されますが、今後とも消防団

との意思の疎通を図りながら、若者が積極的に入団したくなるような魅力ある消防

団づくりに取り組んでいただきたいと、そのようにひとつよろしくお願いいたしま
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す。 

それでは次に移りたいと思います。それでは西区の道路の件ですが、道路の拡幅

をしたくでも、なかなかうまくいかなかったという答弁がありましたが、答弁の中

でまたそれの大体の意味も込めてなのですかね、その住宅の東側より新たな道路を

建設する計画もあるようです。具体的には今の南側から入っていく、あの付近から

ですかね。具体的にはどんな感じなのですかね、場所的には。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） お答えいたします。 

御質問の出口周辺が狭いということですが、今あそこは石積１号線という町道に

なっています。カワサキさんの宅地からの入り口ということですね。あそこにつき

ましては、いろいろ反対側の用地とか建物用地等の移転等もありまして、なかなか

拡張が難しいということで、また脱輪対策、あそこに溝がありますが、あの溝側自

体がまた民地の宅地でございまして、そこといろいろ協議を重ねないと対策が取り

づらいなというところもあります。ということで、今西区の住宅を整備中ですが、

西区の今整備をしているナガイさんのお宅とイサミさんの間から、県道に通ずる道

路をですね、そこからまっすぐカネヤさんとサカイさんのうちがありますが、間を

通して金黒線に連絡道路をつくると。それからまたその新しくつくる県道の道路か

ら、今現在整備中の西区の住宅のサダさんのところに連絡通路をつくって、そうい

う通り道をつくって利便性を高めたいということで、今整備計画をしているところ

です。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） わかりました。いろいろな対策が取られるようですが、いずれ

にしてもまた現在ある道もそのまま残ると思いますので、あれはとにかく、実は私

もその昔、ちょっと落とした経験があって、これは危ないなと思ってですね。特に

夜なんかはライトはまっすぐしか照らさないですから、横の方は不注意になって危

ないんですよね。それで一度落とした人はもう二度は落とさないとは思うのです

が、新しい人はうっかりしてやらかすのではないかと思って心配になったものです

から、その辺はせまいですし、何とかできるようにまた工夫して対処していただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは次に移りたいと思います。先月配布された「誠風」第２９９号に、今回

の私の質問に対する答えも大分含まれていたと思いました。質問を提出した後、そ

れが届いて、あら、大分これで答えは出ているなと思ったりしたのですが、そのま

まにしてあったところです。ありがたいことに与論町がそういう好成績だったとい

うことですが、具体的にその小学校の国語・算数、中学校の国語・数学、平均的に
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は数字は出せるものですか。もし出せるのであれば、教えていただければありがた

いと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） できるだけ数字は出さないようにはしています。全国平均と

の差でおおっぴらには出さないために、グラフ化して今御存じのように全国学力学

習状況調査ということで、この後の分析をした各学校がしっかり学習指導要領に合

わせて学力をつけているのですか、それをしっかり学校で分析をしてやりなさいよ

という趣旨に基づいているために、基本上Ａ対Ｂの学校はどうかとかというそうい

う状況にあまりしないために、おおっぴらにはしておりません。広報に載せるとか

というときにはそういう配慮をしていますし、全小中学校に公表するとしたらいい

ですかというのも県とか来る場合は、全部基本的にはグラフの形で示すようにはい

たしています。こちらで表現することは、県に対してどれぐらいのパーセントがと

いうことでよければですね、パーセントにして明確な数字はやめていきますが、例

えば全県に対して、小学校の国語が１０８％ぐらい、すなわち８％ぐらいが全国の

小学校の国語より与論町は３小平均では上回っていると。算数では、全国比に対し

ては４％ぐらいが上回っている状況。中学校にいきますと、中学校の国語は２％ぐ

らい、そして数学は３％ぐらいとなります。もちろん県はこれより落ちていますの

で、与論は県比に対してはこれでまたパーセントが２％ぐらい上がっていくという

ようになります。また地域が、地区が下がるともっと与論は上がると、そういうパ

ーセントの形になっています。数字的にはそういう形ですので、もし、個人的に見

に来られるのは隠しませんので、どうぞおいでいただければと思います。ありがと

うございます。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 今回の結果ですが、鹿児島県の場合の結果が小学校の国語・算

数どちらも全国平均を上回ったとあります。中学校は国語・数学どちらも全国平均

に鹿児島県は届かなかったということになっています。小学校の場合、国語・算数

ともに全国を上回ったのは、この対象学年全員がテストに参加するようになった２

０１３年度以降で、本年が鹿児島県全体が上回ったのは初めてだそうです。また中

学校は、８回連続で共に全国には届かなかったと、そういう結果のようです。 

そういった中で、我が与論町の場合は、小学校も中学校も全教科、国語・算数、

国語・数学、全国の平均を上回ったということは大変すばらしいことです。教育委

員会をはじめ、御指導くださった小・中学校の先生方にも心から敬意を表したいと

思います。 

このように、与論町が小学校、中学校とも全教科全国平均を上回ったのは今回が
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初めてなのでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） そんなことはございません。ほかにも上回った年があります

が、逆に下回った年を申し上げたほうがわかりやすいかもしれませんね。例えば、

平成２９年、平成３０年、平成３１年までの３回は、特に小学校は下降気味だっ

た。全国を下回るというところで、これは大変だという、中学校はおかげさまで２

６年間ずっと全国平均を上回っています。小学校が落ちても中学校はそのまま持ち

こたえているということで、例えば今の中３は、小学校のときには全国を下回って

いたのですが、中学校に来たら中３になったら、また全国を上回っているという中

学校に来てかなり伸ばしてもらったということに数値上はなっています。そこで、

先ほど申し上げましたとおり、平成２９年度、平成３０年度、平成３１年度、令和

元年ですね、そこまでは小学校が下降線上で、すごく全国をちょっと下回って歩い

ているという状況でしたので、ここの本文にも書いてありますように、学びが停滞

すれば簡単に学力は落ちる、そういうふうに認識をしていますので、あらゆる形で

自学・自習を進めたり、授業改善を進めたり、学習のあり方を考えたり、保護者へ

の啓発活動を追加したりということで、その時期に合わせた学年の対応をしてまい

りました。ということで、要するに全部上がった年もありますが、単純に簡単に言

うと、平成２９年から小学校は３年間ぐらい厳しい時代がございましたということ

で、数値的にはそういうことになります。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 小学校ではよかったのに、中学校で落ちたというのはちょっと

問題ですが、小学校ではまあまあいまいちだったのに、中学校で盛り返して伸びて

きたというのは本当にすばらしいことだと思いますし、これは改めて先ほどの敬意

どころではなくて、本当に敬意を表したいと思います。ありがとうございます。 

ところで、何か新聞を読むか読まないかも、またいろいろな傾向があるというこ

とが新聞報道で出ているようですが、新聞をほぼ毎日読むという子供は、成績も点

数もいいというような傾向があるというのが報道で出ておりましたが、与論の子供

たちにもそういう傾向は当てはまるのですか。どうなのでしょうか、そういったデ

ータはないですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） しばらくお待ちいただければ、質問紙から回答ができるので

すが、ちょっと待っていただけますか。この傾向は新聞ＮＩＥという取り組みとい

う中で、基本的に全国調査を見ていくと、やはり新聞を見るか見ないかという子供

のほうが、ある子とない子を分ければ、確実に新聞を読んでいる子が高いという数
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値が出ています。与論の傾向でどうですかというと、そういう質問紙の部分で見て

いけばどれくらいかのパーセントは調べることはできますが、もしよければちょっ

と待っていただければ。 

○７番（大田英勝君） また後ほど。 

○教育長（町岡光弘君） わかりました。ありがとうございます。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） それとこれも新聞報道なのですが、課題でわからないことがあ

った場合にどうするかという対応で、複数回答なものですからちょっとパーセント

は上がりますが、小６の場合「家族に聞いた」が７８.７％、中３では「自分で調

べた」が６１.５％で一番多かったそうです。そして「先生に聞いた」は、小６、

中３いずれも１割未満だったというデータがあるそうです。そして「そのままにし

た」「何もしなかった」「わからないままだった」というのが、小６で１０.１％、

中３も１４.３％あったということで、ここが一番問題ではないかということで報

道がありましたが、本町の場合、わからないところがあった場合の対応というのは

何かデータがありますか。 

○教育長（町岡光弘君） ちょっと、データがありますので。聞きますかということで

すよね。すみません、後でいいですか。 

○７番（大田英勝君） いいですよ、わかりました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 先月配布の「誠風」の中で、学力テストの結果とか細かく分析

した課題、その解決に取り組みがもう始まっているということ、また与論の子供た

ちのいいところ、足りないところ、丁寧にわかりやすく書かれておりました。今回

のこの結果が今後とも続くように、できれば更なる高みを目指して、これからも教

育委員会、学校、家庭が連携を強化して、子供たちの学力向上に努めてくださるこ

とをお願いして、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君の一般質問を終わります。 

次は、６番、福地元一郎君の発言を許します。 

６番、福地元一郎君。 

○６番（福地元一郎君） 令和３年第４回定例会において、先般通告した一般質問を行

います。 

１ 共同墓地（納骨堂）について 

(1) 昨年の１２月定例会において、共同墓地（納骨堂）を整備していく考え

はないかと質問したのに対し、町長は、「必要性については十分認識して

おり、共同墓地整備検討委員会（仮称）を早急に組織して検討していく。」
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と答弁された。そのことを踏まえ、現在の進捗状況について伺いたい。 

２ ネットいじめについて 

(1) 文部科学省が進める「ＧＩＧＡスクール構想」で児童一人一人にタブレ

ット端末が配布されたが、それに伴い、全国で配布タブレットの悪用やネ

ットいじめが増加しており、過去においては自殺者も出て対策が急務とな

っている。与論町におけるネットいじめ防止対策について伺いたい。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、共同墓地の進捗状況についてお答え申し上げます。 

先頃、第１回与論町墓地基本計画策定委員会を開催し、各種団体代表及び有識者

で構成する委員の皆様の御意見をお伺いいたしました。 

これまでの町議会の活動報告や既存の墓地の状況等を説明する中で、多くの委員

の皆様方の意見として、共同墓地を建設することは総論として賛成でありました。 

今後は、具体的な中身の議論が必要であり、実際必要とする人がどれだけあるか

（ニーズ）によって、建設規模（事業量）が決まってまいります。さらに、場所・

建設方法・運営や管理の手法などさまざまな検討が必要です。 

また、共同墓地を建設したらそれで終わりではなく、残された既存の墓地の整

備・管理をどうするかということもあります。 

この問題は、行政だけではなく、地域全体で取り組んでいかなければならない問

題だと考えており、今後こうした多くの検討すべき課題を協議してまいりたいと考

えています。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ネットいじめについてお答えいたします。 

御質問のとおり、ネットによるいじめや誹謗中傷は、全国的にも解決すべき喫緊

の課題であると認識しています。また、ネットの長時間使用による生活習慣への悪

影響についても以前から指摘されているところであり、本町でも、与論町ＰＴＡ研

究大会や学校保健大会等で専門の講師を招聘して、ネット依存の怖さについての講

演会を実施するなどしてきたところですが、今後も継続していきます。 

そのような中、今、ＧＩＧＡスクール構想によって教育の情報化がよりよく進む

一方で、１人１台端末の配布に伴った情報モラルや情報セキュリティの問題が発生

することが懸念されます。本町でも、ネット依存による健康被害の事案やＳＮＳに

よる子供同士のトラブルの事案は起きています。 

そのことに対して、例えば与論中学校では、「９時だよ！接続終了」という合い

言葉で、スマホ・タブレット等の望ましい使用についての意識啓発を図るなど、各

小・中学校において、フィルタリングの設定や家庭でのルールづくりについての啓
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発活動が行われているところですが、各家庭におけるネットの使わせ方には依然と

して課題があると認識しています。 

そこで、教育委員会は、今後、次のような取り組みを一層充実していきます。 

１つは、管理職研修会において、各学校での情報モラル・情報セキュリティに関

する教育が充実されるよう指導・助言をすることです。また、タブレット端末の貸

与等に係わる種々の連絡時に、保護者や児童生徒を対象とした啓発資料を直接配布

します。さらに、各学校のネット利用の実態を適時把握し、その実態に即して、ネ

ットの適切な使用について町全体に発信し、啓発を続けます。 

先述した健康被害やＳＮＳトラブルの事案は、夜、家の中で起きています。各

小・中学校での情報教育・道徳教育をＰＴＡと連携して推進していきます。 

また、教育委員会が家庭に対して直接呼び掛けることも大切にしてまいりたいと

思います。 

○議長（髙田豊繁君） ６番、福地元一郎君。 

○６番（福地元一郎君） 昨年１２月定例会で、町長が「共同墓地整備検討委員会を早

急に組織して検討していく。」と答弁されたので、ネットで早急という言葉の意味

を調べてみました。早急とは、非常に急ぐこと。またはそのさまを表すと書かれて

いて、事態が極めて差し迫っており、急を要する様子を指すとありました。しかし、

私の質問から１年、ようやくここに来て共同墓地整備検討委員会が立ち上がったわ

けで、町長にとっての早急とは１年間ということを表すのだと今日認識いたしまし

た。そこで、改めて共同墓地整備検討委員会の構成と先ほど話し合われた内容、ま

た今後の委員会の開催予定回数などについてお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 大変失礼をいたしました。早急という言葉を使いましたが、実

は新型コロナウイルスが入りまして、結局多い人数を一堂に会して会議をするとい

うのが非常に困難な事態が起こりまして、大変申しわけなかったのですが、会議が

遅れたことを申しわけなく思っています。 

次に、会員のことですが、副町長を議長にして、自公連会長、民生委員、社会福

祉協議会、老人クラブ、女性団体長、商工会それから農協、青年団員等の代表、墓

地組合そして神職等をお願いをして検討委員会をしたところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ６番、福地元一郎君。 

○６番（福地元一郎君） 今度町民福祉課が、町民生活課と健康長寿課に分かれて、共

同墓地のことは町民生活課が担当することになると思いますが、これまでのように

コロナの対応が忙しくてできませんでしたという言い訳は、これからは通用しない

と思いますので、これからはこの問題を先送りすることなく、実現に向けてしっか
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り対応していただきたいと思います。共同墓地整備検討委員会は、ようやくスター

トを切ったばかりですので、今はもうこれ以上申し上げませんが、今後は状況を見

守りながら、これからもまた一般質問で取り上げて、進捗状況を確認してまいりた

いと思います。町長の２期目の任期はあと１年８カ月ほどですが、その期間に共同

墓地整備の目途をつけていただきたいと思いますが、町長いかがですか。目途をつ

けるかつけないかの二者選択でお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 大変難しい問題でございまして、総論というのは非常に賛成な

のですが、今後各論にいきますと、どこにつくるのか、幾つつくるのかということ

も出てきますので、この会議の状況によってどうなるか、ちょっと私としてはなか

なかお答えできないところですが、できるだけ私のやれるときまでには見当をつけ

ていければと思っているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ６番、福地元一郎君。 

○６番（福地元一郎君） これはつくる、つくらないかというのが最終的にはやはりト

ップの町長の判断だと思うのですよね。だから町長がつくろうという気さえあれ

ば、それは実現可能だと思うのですよ。だから、是非実現に向けて進んでいくよう

お願いいたします。 

次へ進みます。ネットいじめについては、私が要望しようと思っていたことは、

先ほど教育長から答弁していただいたので改めて質問することはありませんが、答

弁された内容をそのまま進めていけば、現状ではネットいじめはある程度防げると

思います。しかし、先月Ｗｉｎｄｏｗｓ１１が発売になりましたが、来年以降アン

ドロイド携帯やタブレット端末のソフトがＰＣでも使えるようになってきます。そ

うなってくると、ますますスマホやタブレット、ＰＣとの垣根がなくなってきて、

情報の同期あるいはクラウドへのアップが簡単にできるようになってきます。とな

りますと、タブレットを悪用しても、いじめがあっても、巧妙化してなかなか発見

しづらいということが起きてまいります。ですから、これからはますます教師、保

護者、地域の方々、いわゆるＰＴＡが連携して情報技術を取得しながら、与論から

一人の自殺者も出さないように、特に教育委員会を中心に頑張っていただきたいと

思います。 

最後に、教育長にこの問題についての決意のほどを伺って、私の一般質問を終わ

りたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 大変ありがとうございます。まさに、なかなか一方通行の通

信だけでは駄目だということで、今おっしゃるように、後ろに書いてありますが、
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教育委員会から町民に呼び掛けることも繰り返していこうということで、先般スタ

ートをさせています。全く同じように個人が持つようになったら、一体いつどこで

起きるのかという私たちも大変心配なのがあります。それともう一つはゲームに入

ることによって、昼夜逆転の生活へとわからないうちに入るということも大変心配

していますので、教育委員会としては、あらゆる角度から啓発を続ける姿勢を続け

てまいりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ６番、福地元一郎君。 

○６番（福地元一郎君） 頑張ってください。よろしくお願いします。 

これで私の一般質問を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） ６番、福地元一郎君の一般質問を終わります。 

これで一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時３６分 

再開 午後２時４５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第５０号 与論町立学校給食センター建設基金設置条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第６、議案第５０号「与論町立学校給食センター建設基金

設置条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５０号、与論町立学校給食センター建設基金設置条例の

提案理由を申し上げます。 

現学校給食センターは、昭和５０年３月に竣工し、建設から４６年を経過してお

り、建物や調理機器・電気設備・水道設備の老朽化が著しいことから新たな学校給

食センターを整備する必要があります。 

本条例は、町内の子供たちに、より安全で高品質な給食を安定的に提供する学校

給食センターを建設するために、必要とする資金を積み立てるため制定するもので

す。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 
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これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） お尋ねをします。基金を設置するからには、かなり時間がかか

りますよというメッセージの１つでもあろうかと思いますが、現時点での進捗、お

おむねの予算規模、今後の建設スケジュール、そのあたりをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（田畑博徳君） お答えいたします。 

まず計画から申し上げます。令和３年に本年１２月に建設予定地を決定いたしま

す。そして令和４年度の新年度に土地の購入をさせていただきます。そして令和５

年から工事に入り、令和６年の２学期、夏休み明けから給食を供用できる開始でき

るようにしたいと計画しています。 

予算規模につきましては、土地の取得費から、調査費、工事費、土地の造成費、

建設費、外構工事、設備備品等を含めまして、６億９２００万円を予定していま

す。以上よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 改めて相当の予算規模だなという感じを受けます。スケジュー

ルどおり進めばよろしいかと思うのですが、令和６年の夏休み明けから給食を開始

するということで、それまで今現在の給食センターで大丈夫なのでしょうか。教育

長いかがでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 今までもいろいろとありましたので、それを何とか乗り越え

乗り越え、大事に大事にしながら使っている状況です。完全に大丈夫とは言い難い

ですが、不安のないように点検をしながら、また事が起きたときには相談場所も複

数にして対応しているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑ございませんか。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 確認です。これは令和６年からの稼働の予定ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（田畑博徳君） お答えいたします。 

令和６年の２学期からを予定しています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 実質的にあと３年ないわけですよね。その間のために基金設置

条例というわけですが、その間にどのくらいの基金を予定されているのかというこ
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とと、今さっき私が一般質問した中での小中校の学校のあり方検討委員会の中で

も、これは問題になっているのではないかと思いますが、これの設置場所について

は、これらとの兼ね合いというのはどういうことを考慮しながらされていますか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 兼ね合いについては、今のところ給食設置の検討委員会の中

では、学校を設置するところと重なるということはなくて、運搬の経路、時間、そ

れを全部候補地からの時間を計算しまして、どの候補地も時間的にとか配送関係で

は問題ないが、それに関わって上下水道の配置とか住宅とかそういう形での検討を

していますので、学校との問題の関わりは現時点ではないと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 現時点ではないとしても、仕事の流れとか先々は高校とも一緒

の形の運営形態にならないかと自分では思っていますが、この辺のもう少し相当先

を見越した形で、その辺も御検討を是非しながら進めていただきたいということを

要望しておきます。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５０号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５０号、与論町立学校給食センター建設基金設置条例を採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号、与論町立学校給食センター建設基金設置条例は、原

案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第５１号 与論町課設置条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第７、議案第５１号「与論町課設置条例の一部を改正する

条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５１号、与論町課設置条例の一部を改正する条例につい

て提案理由を申し上げます。 

この改正は、多様化する住民ニーズにきめ細かに対応をするため、業務所管課の

細分化を図ることとし、町民福祉課と産業振興課の２課の再編に伴い条例を改正す

るものです。 

御審議され、承認していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 総務企画課のですね、（１１）の土地利用計画に関することに

ついてお聞きしたいと思いますが、土地利用というのは町の公有地だけを計画化す

ることに対して町として管理するのか。それと私有地ですね、個人のものを管理す

ることも含まれるのか、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 総務企画課の土地利用計画に関することについては、

国土利用計画法に基づく１万平米を超えた取引に関しては報告するようなのがあり

まして、そういった土地利用に関することです。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今質問したのは、最近空き家の問題もありましたが、土地を売

りたいという方が結構多くて、年代にもよると思うのですが、僕の親父なんかの年

代ですと、やはり土地は祖先のものだからあまり売りたくないと、未来永劫自分た

ちで大事に守るものが当たり前だという考えなのですが、今の３０代、４０代の方

は、やはり税金も払わないといけない、土地の管理もしないといけない、イコール

面倒くさいと、そういう方が多くて土地を売りたいという人が多いのですね。それ

に加えて土地を買いたいという人も結構多くて、与論を見たところあちこちに別荘

をつくる、つくらないという話も聞くので、できれば１万平米以上という話も出て

いますが、できるならばそういったことも情報として町として管理をしていただき
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たいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５１号、与論町課設置条例の一部を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号、与論町課設置条例の一部を改正する条例は、原案の

とおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第５２号 与論町職員定数条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第８、議案第５２号「与論町職員定数条例の一部を改正す

る条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５２号、与論町職員定数条例の一部を改正する条例につ

いて提案理由を申し上げます。 

この改正は、課の再編による所管課職員の兼任に伴い定数を変更する必要がある

ため条例を改正するものです。 

御審議され、承認していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 
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お諮りします。議案第５２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５２号、与論町職員定数条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号、与論町職員定数条例の一部を改正する条例は、原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第５３号 与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第９、議案第５３号「与論町手数料徴収条例の一部を改正

する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５３号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例に

ついて提案理由を申し上げます。 

この改正は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の一部改正に伴い、令和３年９月１日から、個人番号カードの発行に係る事

務に関する手数料が市町村から地方公共団体情報システム機構へ移管されたことに

伴う改正です。 

また、マイナンバーカードの通知カードは廃止されており、住民基本台帳カード

の発行についても業務が終了しているため、改正するものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 
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これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５３号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例を採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第５４号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１０、議案第５４号「与論町国民健康保険条例の一部を

改正する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５４号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例

について提案理由を申し上げます。 

この改正は、出産育児一時金の支給について、支給額を４０万８０００円へ改め

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 
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５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） このあれとは違うのですが、当該保険者の属する世帯の世帯主

に対して出産育児金を支払うということになっていますよね。例えば婚姻して妊娠

したと、子供が産まれたと。けれど、子供が産まれた時点では、もう別居状態にな

ってもう離婚状態になりそうだと。結局そういう状態のときの支払い方は、何か特

別なやり方があるのですか。そういうのはどういう想定をされているかなと思った

のですが。子供を産んだお母さんから私の方に欲しいとなったときに、世帯主では

なくてお母さんにそのお金を払うことができるのが制度としてできているものなの

か、その辺はいろいろトラブルの多い社会だから、その辺をお聞きしたいなと思っ

たのですが。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） これは、あくまでも国民健康保険の被保険者としての

該当ですので、出産される方がどの保険に加入されているかによって生じると思う

のですが、その加入されている保険の中の、世帯主に対して支払うということにな

っています。 

○５番（喜山康三君） その救済策はあるのかということなのですが。ないということ

ですか。ないということですね。 

○町民福祉課長（田畑文成君） はい。 

○議長（髙田豊繁君） ちょっと中断します。喜山議員の質問と行政側の答弁がかみ合

わなかったようなのですが、もう１回ちょっと。 

○５番（喜山康三君） そういう事情があって、そのときにお母さんの方に支払えるよ

うな救済策というのはあるのかどうか、それだけ伺えればいいのですよ。なければ

ないでいいですよ。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 出産された方が、そのお母さんがどちらの世帯の国保

に入っているか、それによって決まってくると思いますので、その旦那さんではな

くて出産された方のその保険加入状況によってくると思っています。 

○議長（髙田豊繁君） そのほか質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５４号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５４号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第５５号 報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１１、議案第５５号「報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５５号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例について提案理由を申し上げます。 

本条例は、各種委員会の名称及び金額の見直しを行う必要があるため改正するも

のです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５５号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第５５号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５５号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第５６号 消防団員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１２、議案第５６号「消防団員報酬及び費用弁償条例の

一部を改正する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５６号、消防団員報酬及び費用弁償条例の一部を改正す

る条例の提案理由を申し上げます。 

本条例は、消防団員の報酬費の引き上げ及び出動報酬を新設することで、消防団

員の処遇改善を行い、本町の消防力の強化に努めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 私は質問する予定はなかったのですが、先ほど一般質問の中で

大田議員の消防団員の報酬の件でありましたが、それを聞いていて交付税措置の金

額とかなりかい離があるという話がありました。せっかく交付税で措置されている

わけですので、今回の班長、団員だけではなくて、団長以下副団長、そういったの

も含めてもうちょっと精査をしていただいて、交付税措置全額ということも全くイ

コールということもあるでしょうが、近隣の市町村とも比較をしながら消防団の皆

さんの士気を高めるためにも、この班長と団員だけではなくて、団長以下の方々も
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今一度精査をしていただいて改正してはいかがでしょうか。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 御指摘のとおり、大島郡内のそういった年額報酬とか

も見ながら、また検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５６号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５６号、消防団員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号、消防団員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条

例は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第５７号 令和３年度与論町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１３、議案第５７号「令和３年度与論町一般会計補正予

算（第８号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５７号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第８号）

について提案理由を申し上げます。 

歳入の主なものとしまして、地方消費税交付金１７００万６０００円、普通交付

税１８２０万円、財政調整基金繰入金２３９５万１０００円などを追加していま
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す。 

次に歳出の主なものとしまして、老人福祉費１４４８万７０００円、障害者福祉

費１３０２万９０００円、子育て世帯臨時特別給付事業費４５０７万円などを追加

しています。 

歳入歳出予算にそれぞれ１億２５８９万３０００円を追加し、一般会計予算総額

５１億７８４６万２０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） ちょっと大きくない数字なのですが、１８ページの歳出の子ど

も・子育て支援事業費の中の業務委託料、地域子どもの未来応援交付金。勉強不足

で何のことだったかよくわかりませんが、このうち歳入で国県支出金があります。

多分国からの事業だと思うのですが、どういった事業なのか説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） これは通称子ども食堂とか言われている内容なのです

が、今回これを申請しておりまして、４分の３が国からの補助で９３万７０００円

ですが、その子ども食堂というのが主なものですが、そのほかにも子供たちの居場

所づくり的な形でもって、特にこういった経済的に緊急であったり、またいろいろ

ないじめとかで不登校になっていたりとかの子供たちの居場所づくりであったり、

あるいは生理の貧困に対しての経費等も含まれるものです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） それでは、その業務委託の委託先は、どういったところを想定

されていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 今のところ御相談を受けているところがございまし

て、２月からまず始める予定ですが、民生委員をされている方々とかそういうこと

に興味を持っておられる方への申請を今予定しています。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ２１ページの衛生費、塵芥処理費が４００万円それからリサイ

クルセンター運営費が５９２万５０００円の追加補正になっていますね。これの主
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な理由は修繕費となっていますが、これは修繕費がどの程度いっているのですか。

修繕費でもどこの修繕費なのかな。リサイクルセンターとしてもどこの修繕費なの

ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 朝岡環境課長。 

○環境課長（朝岡芳正君） 今ありました４００万円の修繕費なのですが、こちらは今

クリーンセンターの中のクレーンのワイヤーが切れまして、そちらの予算と誘引モ

ニターも同時なのですが、その２つの交換と修理で約九十数万円かかるという見積

もりが出ましたので、それを上げています。 

あと３００万円に関しましては、こちらは消耗品費になっておりまして、通常消

耗品が毎年８００万円から１０００万円ぐらいの間で計上されているのですが、今

年は当初予算で４００万円に削っておりましたので、このままでいくと４００万円

ほど足りないということで、４００万円計上させていただいています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） その消耗品の内訳は。 

○議長（髙田豊繁君） 朝岡環境課長。 

○環境課長（朝岡芳正君） ３００万円のうちの、まずはごみ袋が毎月約４０万円ほど

ありますので、これの５カ月分で４×５で２００万円になります。あと１００万円

に対しましては、焼却炉の中の撹拌の消石灰が１回につき６０万円ほどの金額で、

まず４,０００キロ購入するのですがこれが６０万円ちょっとになります。細かい

備品等があと３０万円ほどの金額になっていますので、消耗品費としましては３０

０万円ほどがこの予定に入っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） その衛生費の４番のリサイクルセンター運営費５９２万５００

０円については、どのようになっていますか。 

○議長（髙田豊繁君） 朝岡環境課長。 

○環境課長（朝岡芳正君） こちらは３トントラックというふうに書いてあるのです

が、現在リサイクルセンターには空き缶回収、ペットボトル回収のトラックがござ

いませんので、水道課のトラックを借りたりクリーンセンターのトラックを借りた

りしながら回しています。以上です。 

○５番（喜山康三君） はい、わかりました。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） １９ページの子育て世帯臨時特別給付金事業費、これは国庫補

助金になっていますが、この４５００万円の内容の説明をお願いします。 
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○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） これは１８歳以下の児童に対するものですが、一応今

のところは全体では１０万円なのですが、今のところはまず５万円を先行して支給

するという形になっておりまして、その５万円を計上しておりまして、児童数が９

００人で主に児童手当を支給している世帯をまず抽出しまして、その在庫プッシュ

型で支給するような形。あとまた高校生については児童手当の支給はないのですが、

高校生についても１８歳までは支給するということで１３０世帯、３２０世帯の合

わせて４５０世帯、児童数９００人、９００人×５万円で４５００万円を計上して

います。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 恐らくそういうことだろうと思いますが、しかし５万円という

ことで、あとの残りの５万円はクーポン券ということで、全国的にもそういうふう

に政府がそう言っていますが、しかしこれがあとの５万円を現金で払うと、つまり

５万円プラス５万円で現金を１０万円で支払っていくという市町村も出ています。

今後はどういうことになるかわかりませんが、ひとつ現金で生活費に足したいとい

う方もいらっしゃいますので、是非検討をしていただきたいと思います。いかがで

すか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 私ども町としましても、できるだけ現金を希望してい

るところですが、国がどう指示をするかまだはっきり決まっておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） このクーポン券を使いますと、何か事務費とかいろいろ加算さ

れて、今、立憲民主党が非常に自民党に対して質問をしているようです。是非そこ

は余計な経費をかけないように、ひとつお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私はまた反対の意見をここで要望しておきたいと思います。私

も現金支給が本当に一番いいなと思っていたのですよ。ですが、今このコロナとと

もにまた新しいのが出てきてダブルパンチで、また軽石のこととかで本当に観光業

者が相当打撃を受けていると思うのです。だから島内の飲食店とか、そういう人た

ちのとにかく支援をしなくてはいけないなと。そのために期間をあまり先にも延ば

さないで、一定の短い期間内で島内の飲食店とか居酒屋さんとかレストラン、そう

いうものに限った形で、幾枠かは全島民に集中的に使ってもらって浮揚策はできな

いかと。町が補助金を出して、そういう業者の方に支援はできないから、これでそ

ういうことをやっていけないのかなと、そういうことも考えまして３番の林敏治議
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員の意見とともに、是非場内で御検討ください。お願いします。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５７号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５７号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第８号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第８号）は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第５８号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１４、議案第５８号「令和３年度与論町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５８号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、国庫支出金国庫補助金１万６０００円、県支出金県補助

金６０３９万１０００円、繰入金一般会計繰入金１４２３万５０００円を追加して

います。 

歳出の補正としまして、保険給付費療養諸費６２８１万１０００円、保険給付費

高額療養費７７０万円、保健事業費特定健康診査等事業費２６万円、諸支出金償還

金及び還付加算金５０９万１０００円を追加し、総務費総務管理費８０万４０００
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円、保健事業費保健事業費４１万６０００円を減額しています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５８号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５８号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第５９号 令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１５、議案第５９号「令和３年度与論町介護保険特別会

計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５９号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算

（第２号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、介護保険料第１号被保険者保険料１００７万３０００

円、国庫支出金介護給付費負担金６６２万９０００円、国庫支出金調整交付金３３
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３万５０００円、支払基金交付金介護給付交付金８９２万７０００円、県支出金介

護給付費負担金４１４万１０００円を減額しています。 

歳出の補正としまして、居宅介護サービス計画給付費３３７万８０００円、地域

密着型介護予防サービス給付費２３万９０００円、介護予防福祉用具購入費５万２

千円、高額介護サービス費１１３万４０００円を追加し、居宅介護サービス給付費

３５９７万８０００円、介護予防サービス給付費１８８万８０００円、地域支援事

業権利擁護事業４万２０００円を減額しています。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３１０万５０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３６４２万９０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） ７ページの居宅介護サービス給付費なのですが、負担金が３６

００万円近く減額になっているのですが、これの説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） この居宅介護サービスというのは、在宅サービスのこ

とですが、当初計上した分が大きかったという分とやはり在宅サービスの実際上の

利用がかなり落ちていると申しますか、それで減額という形になっています。多少

コロナの影響もあったかもしれません。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。 

その下の居宅介護サービス計画給付費は増額になっています。同じ７ページのそ

の下の高額介護サービス費も負担金が増えていますが、これについての説明もお願

いします。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 居宅介護サービス計画給付費というのは、ケアマネの

方々が立てるケアプランのことですが、その分がちょっと足りないということで増

額しておりまして、あと高額介護サービス費につきましては、施設介護に入ってい

らっしゃる方々の介護の分が高額があった分を追加しています。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５９号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 
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御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５９号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５９号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５９号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第２

号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第６０号 令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１６、議案第６０号「令和３年度与論町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６０号、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、一般会計繰入金８万円を追加しています。 

歳出の補正としまして、諸支出金償還金及び還付加算金８万円を追加していま

す。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８万円を追加し、歳入歳出予算の総額は

歳入歳出それぞれ７７７４万５０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６０号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６０号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６０号、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６０号、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第６１号 令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１７、議案第６１号「令和３年度与論町農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６１号、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）について提案理由を申し上げます。 

補正予算規模は、歳入歳出をそれぞれ４３万９０００円増額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ５９７１万４０００円としています。 

御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６１号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６１号、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６１号、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第６２号 令和３年度与論町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１８、議案第６２号「令和３年度与論町水道事業会計補

正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６２号、令和３年度与論町水道事業会計補正予算（第１

号）について提案理由を申し上げます。 

配水施設整備費の手当及び報酬、営業施設整備費のソフトウェア導入費の当初予

算計上不足額を計上するものです。 

御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 先ほどの一般質問でも少し触れましたけれど、与論町の水道料
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金が高い理由について、ほかの町村とどこに問題があるのか検証をしてほしい。課

長、それで、どこにほかの市町村よりこんなに高い理由というか問題があるのか、

人件費が高いのかそれとも工事費が高いのか、維持管理、メンテでいろいろな金が

出ているとか。まずその問題点の所在を明らかにしてほしい、その努力をしていた

だきたいと。今度また一般質問の中でも取り上げたいと思いますので、是非どこに

問題にあるのかということを拾い上げていただきたい。今度また淡水化プラントと

か施設の更新も来ていますから、これらに合わせてこの辺の問題点をきちんと明ら

かにした上で、今度の施設のことにも私たちは入れると思うのですよ。是非その

辺、町民が納得できるような料金を出せるように、今一度経営努力というのです

か、その辺をお願いします。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 仁 水道課長。 

○水道課長（仁 和男君） ありがたい御指摘ありがとうございました。郡内でも一番

水道料金が高いところですが、２番目、３番目が知名町、和泊町となっています

が、その高い原因というのが、隆起珊瑚礁の島で地下水を水源としているところが

主な原因です。地下水をくみ上げて、さらにそれをまた浄水して配水しているとい

うということで、表流水を取っているところとは基本的に比較しづらくて、水源の

深いところから揚げる分の電気料、その浄水方法とかで結構なコストがかかってい

るために、このような料金体系になっています。また、今度更新計画もこの中で進

めてまいりたいと思っていますので、その時点で、また町民の負担になるべくなら

ないような方向を検討できればと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６２号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６２号、令和３年度与論町水道事業会計補正予算（第１号）を

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６２号、令和３年度与論町水道事業会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第６３号 与論町過疎地域持続的発展計画の策定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１９、議案第６３号「与論町過疎地域持続的発展計画の

策定について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６３号、与論町過疎地域持続的発展計画の策定について

提案理由を申し上げます。 

本計画は、従前の「過疎地域自立促進特別措置法」が本年３月末をもって期限切

れとなり、新たに本年４月より「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法」（令和３年法律第１９号）が施行されたことに伴い、同法の規定により国が指

定する過疎地域に引き続き本町が該当することから、従前の過疎法の適用期間と同

様に本町の条件不利性や過疎状況を緩和し、地域の持続的な発展を実現するための

各施策の総合的な推進の前提となる本町の過疎地域持続的発展計画として策定する

ものです。 

御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 私は、この過疎地域持続的発展計画、一通り目を通させていた

だきました。本当にすばらしい計画だと思います。よくできていると思います。そ

ういう意味でこれをつくられた主管課または担当者の方に、本当に称賛に値すると

いうふうに私は評価をしたいと思います。すばらしい内容ですね。 

それで、１つ確認しておきたいことは、この計画の１１ページに、具体的なこれ

までというか３年間の与論町財政の状況のところで、過疎債を幾ら借りているのか

という３年間比較があります。そこを皆さん御覧になっていただければおわかりで

すが、年度ごとにかなりムラがあるのですね。大きい年は、例えば平成２７年度は

３億２０００万円余り借りられたが、平成３０年度は少なかった。令和元年度はま

た８１００万円だったということで、かなり年度ごとにムラがあります。この過疎
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債というのは御案内のとおり、借金ですが借りた元金と利子は後々地方交付税で措

置されるようになっています。過疎債の場合はおおむね元利償還金のうち７割が交

付税として戻ってくるという非常に有利な起債なのですね。辺地債は８割返ってき

ますが、その次に過疎債というのが７割返ってきます。そういう意味では非常にお

得なと言いますか、経済活動を進めていく上では自治体にとって非常にありがたい

起債なのですね。そういう意味でこの過疎債をしっかりとこの計画に基づいて、い

ろいろな部門で島の産業から文化、情報化関係、教育関係、医療、子育て、生活環

境の整備、そういったところ全て対象になりますので、しっかりとこの過疎債を確

保していきながら、今のこのｗｉｔｈコロナ、アフターコロナ後の与論の経済を発

展させていくためには、この過疎債というのをできるだけ県がコントロールしてい

くわけですが、県にしっかりプッシュをしながらですね、確保していただきたいと

いうことで質問させていただきますが、このムラがあるということは、逆に言えば

自治体の必要に応じて過疎債の額が比較的柔軟な措置ができるというふうに捉えら

れるのですが、このあたりの考え方、是非しっかり活用していただきたいというこ

とで、まず総務企画課長に過疎債の考え方を説明いただいて、その後にしっかり町

長から、与論の経済対策を進めていただくという覚悟のお言葉を聞きたいのです

が、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） ありがとうございます。 

私たち財政運営をしている側におきましては、まずその事業をするときに、補助

金がないかを重視しまして、あとその補助金の残りについて起債を考えるのです

が、そのときにいかに有利な起債を使うかということで、先ほどおっしゃられたよ

うな、まず交付税措置のある辺地債、一番有利な起債、そして次が過疎債、そして

何々というようにあるのですが、過疎債についてもどういったのが過疎対象になる

とか、そういった基準もありますので、その辺を見ながら以前は過疎債がなかった

のですが、これが適用になってかなりソフト事業とかもちろんハード事業とか、そ

ういった大きな事業がこの起債で活用になりましたので、計画的にまた財政運営を

見ながら進めたいと思います。 

先ほど沖野議員からお褒めのお言葉をいただき、本当に感謝をいたしています

が、この中で今回担当者から言われているのは、従来この過疎地域計画に加えてこ

れまでのいろいろな事業に加えて、新しい時代へ向けてその行政事務の効率化、今

言われているデジタル化、ＤＸ化とか、それから移住定住地域間交流の促進だと

か、今日曜日によくやっている「イノベーんちゅ」というのがありますが、課題解

決型の研修プログラムといった形で、そういう人材を育てて新しい仕事をつくって
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いくことで、新たにこの過疎計画の中に盛り込んで、またこの条件不利性とか過疎

状況を緩和するために、さっきの島のコンセプトにもありました「持続可能な島づ

くり」に向けて、取り組んでまいりたいと考えています。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 御指摘ありがとうございました。財政のぜい弱というのは本当

にございますので、できるだけいろいろな事業をするときに、有利な過疎債を財源

を確保するということと、借金をする場合もできるだけ有利な方法でしていけるよ

うに、担当とまた地道に打ち合わせをしながら進めてまいりたいと思っていますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 是非ですね、今町長からお答えがありましたように、この過疎

債を有効活用していただいて、与論のこのいろいろな環境整備、経済の発展のため

にハード面ソフト面両方に使える起債ですので、積極的に活用いただいて、頑張っ

ていただきたいなということで質問させていただきました。 

ちなみに隣の知名町とか和泊町とかは、非常に予算規模が与論に比べて大きいで

す、人口割からしてもですね。そういう意味では、与論はもう少し積極的に積極型

の経済発展に行政の予算を付けてもいいのかなという気がしますので、特にこのア

フターコロナの後の経済を振興させるためにダッシュができるように、是非この過

疎債を有効活用していただいて、辺地債はもちろんですが、辺地債は枠いっぱい使

って今は１億５０００万円ぐらいですかね、２億円でも要請しながら過疎債もしっ

かり確保していくという方法で、与論の経済の発展のために、是非山町長のリーダ

ーシップを発揮していただきたいと思います。質問を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 今、沖野議員からすばらしいあれを聞いてですね、沖野議員の

一般質問とともに、南議員からの一般質問の中にもありましたが、私はこれだけの

状況の中でも、与論島に移住したいという人がいるということ自体がとんでもない

与論は財産ではないかと思っているのですよ。是非、今もリモートで仕事をするな

ら、与論島でリモートで仕事をしたいと、そういうベースがあるわけですので、そ

の辺にもっと本腰を入れていただきたいなと。空き家についての対策もオーナーが

もう改造して、いろいろ予算的にも資金的にも、あと１０年生きるかわからないの

に空き家に金をかけてどうするかという感じではないかなと思うのですよ。だから

そういう方々に負担感をさせないような形の施策、それから土地の供給問題、住宅

を建設されるための土地をどう供給するか。この辺の農地法とかいろいろなことが

もうさまざまな問題が絡み合って、なかなか家をつくりたいが家もつくれない、地
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元の若い人でもですね。だからその辺ももっと縦横無尽にこの辺を動いていただく

担当者なりがいないと、なかなか進まないのではないかと。是非その辺も併せて、

移住定住促進のための本当の意味でのプロジェクトというのがないのではないか

と。その辺をこの際是非お願いしておきます。以上です。もしよければ、副町長答

弁をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） これまでにもこの公共施設、多くの施設もあるわけなのです

が、そういった施設の長寿命化や更新あるいは統廃合、転用、除去、そういったの

も併せながら総合的に考えて推進をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○５番（喜山康三君） 是非お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６３号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６３号について議決を求める件を採決します。 

お諮りします。本案について決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６３号、与論町過疎地域持続的発展計画の策定について議決

を求める件は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第６４号 与論町砂美地来館・総合運動場・結囲公園運動広場・多

目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプー

ル）・多目的運動広場・クラブハウスの指定管理者の指

定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２０、議案第６４号「与論町砂美地来館・総合運動場・
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結囲公園運動広場・多目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプール）・

多目的運動広場・クラブハウスの指定管理者の指定について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６４号、与論町砂美地来館・総合運動場・結囲公園運動

広場・多目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプール）・多目的運動広

場・クラブハウスの指定管理者の指定について提案理由を申し上げます。 

令和３年度で５年間の指定管理期間が満了となる与論町砂美地来館・総合運動

場・結囲公園運動広場・多目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプー

ル）に、新たに多目的運動広場とクラブハウスを追加し、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２４４条の２第３項及び与論町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例第２条の規定により、一括管理業務を行う指定管理者の候補者

を公募及び審査し、指定管理団体を決定したことによるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６４号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６４号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６４号、与論町砂美地来館・総合運動場・結囲公園運動広場・

多目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプール）・多目的運動広場・ク

ラブハウスの指定管理者の指定について議決を求める件を採決します。 

お諮りします。本案は決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 



 

（90） 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６４号、与論町砂美地来館・総合運動場・結囲公園運動広

場・多目的屋内運動場・Ｂ＆Ｇ海洋センター（艇庫及びプール）・多目的運動広

場・クラブハウスの指定管理者の指定について議決を求める件は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２１、同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任

について」同意を求める件を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任について提案

理由を申し上げます。 

固定資産評価審査委員会委員の永野展秀氏が任期満了になることから、引き続き

当委員会の委員に選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会

の同意を求めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） ちょっと質問しづらいことをお聞きしますが、この最初の同意

第２号の方、大分御高齢だと思うのですがいかがでしょうかね、当局の考え方をお

聞きしたいのですが。あとの同意第３号、同意第４号の方は、お若いし心配ないと

思うのですが、最初の同意第２号の方は高齢すぎるという気がするのですが、実際

大丈夫なのでしょうか。そのあたり、例えばほかに選任を引き受ける方とか、そう

いう見込み、人材がなかったということなのか、そのあたり少しわかるように説明

を求めたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） 固定資産評価審査委員につきましては、毎年度固定資産の納

付書を発送する前に、課税が平準化、要するに平等に課税されているかというのを

審査をされる固定資産の委員であるわけなのですが、現在与論町は２人の方々をお

願いをしています。その中で、今回任期で次に出てまいります田畑さんが。失礼し

ました、３人で１人退任をされたものですから、新しくまた委員の皆さん方のこれ

までの仕事の御説明とかいろいろある関係で、お二人はそのまま継続してお願いを
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するという形で、永野さんを引き続きお願いをしてございます。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 補足説明を武東税務課長の方からお願いします。 

○税務課長（武東真奈美君） 昨年度までは税務課がしていましたが、評価をする側と

審査する側は税務課に置いたらいけないということで、令和３年度から総務企画課

に審査員を置いています。永野さんの件なのですが、確かに御高齢なのですが、そ

の年齢に合わないとても元気な方で、若い人には負けません。なので、永野さんは

大丈夫です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 私はよく存じ上げませんので、一般論としてちょっと高齢かな

という気がしたものですから質問させていただきました。あといろいろなこういう

特別職の委員の方を選任する場合、やはり年齢ということも今後考えていかなくて

はいけない。もちろん委員が何人かいらっしゃる間は、各年齢層から出したほうが

いいのでしょうが、一般論で申し上げて高齢かなという気がしたものですから確認

したのですが、太鼓判を押されているようですので、是非また頑張っていただきた

いなと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ８番、野口靖夫君。 

○８番（野口靖夫君） 今の答弁の仕方、ちょっと一言あなたたち真面目にしないとい

かんと思いますよ。提案してからですよ、ましてやこれは人の名前じゃないです

か、これ、人名。人事ですよ、人事。真剣に答弁しないと、これは失礼に当たりま

すよ、相手方に対しても。指名された人に失礼ですよ。真面目に笑いたくても抑え

て、真剣に提案した以上は責任持って答弁しないと。本当見苦しい。頼むよ、お願

いしますよ。もう答弁要らない。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 前もこういう任命をするときに、簡単な履歴書ぐらいは付けた

らどうかといって私言ったことがあるのですが、わかっている方でも今おっしゃっ

たようにですね、やはりそのどういうある程度の経歴だとか、年齢とか基本的なも

のは提示していただいて、やはり議会の判断を求めるなら、それをしていただきた

いと。それをお願いしたいのですが、どんなものですかね、こういうことはできな

いのですか。そしたら前もってこの議会の同意を得る前に、別のところでこうこう

やって形で経歴とかを教えてもらうとかね、そういうものはあって然るべきではな

いかなと思うのですが、いかがですか。前にお願いしたのですよ、私。知っている

人は知っているし、知らない人は知らない人で、どういう経歴がある人かもわから

ないわけですよね。やはりその辺の説明不足というのですか、説明はちゃんとして

やっていただきたい。これを是非お願いしておきますよ。よろしいですか、総務企
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画課長いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） わかりました。お名前だけというのも、どうして推薦

されたかというのもなかなかわかりづらいところがありますので、その辺はまた議

会なのか、またいろいろな形でお示しできると思いますのでわかりました。了解し

ました。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。同意第２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求め

る件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。本件は、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（髙田豊繁君） 起立多数です。 

したがって、同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求

める件は、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２２、同意第３号「固定資産評価審査委員会委員の選任

について」同意を求める件を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任について提案

理由を申し上げます。 

固定資産評価審査委員会委員の田畑剛俊氏が任期満了になることから、引き続き

当委員会の委員に選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会
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の同意を求めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。同意第３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第３号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求め

る件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。本件は、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（髙田豊繁君） 起立多数です。 

したがって、同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求

める件は、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 同意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２３、同意第４号「固定資産評価審査委員会委員の選任

について」同意を求める件を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任について提案

理由を申し上げます。 

固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、林直美氏を当委員会の委員に選

任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるもの
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です。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。同意第４号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第４号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求め

る件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。本件は、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（髙田豊繁君） 起立多数です。 

したがって、同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求

める件は、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

次回本会議は１２月１４日火曜日、午前１０時より開くことにします。定刻まで

御参集願います。 

本日は、これで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１６分 
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令和３年第４回与論町議会定例会会議録 

令和３年１２月１４日（火曜日）午前１０時００分開議 

 

１ 議事日程（第２号） 

  開議の宣告 

第１ 議案第６５号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正

する条例 

第２ 議案第６６号 令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購入（冷凍コン

テナ一式）（繰越） 

第３ 陳情第 ７号 皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐車場の

整備について（環境経済建設常任委員長報告） 

第４ 陳情第１３号 令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についての

お願い（総務厚生文教常任委員長報告） 

第５ 議員派遣の件 

第６ 閉会中の継続審査・調査について 

総務厚生文教常任委員会、環境経済建設常任委員会、広報常任委員会、議会

運営委員会 

 

２ 出席議員（１０人） 

  １番 南   有 隆 君      ２番 原   栄 徳 君 

  ３番 林   敏 治 君      ４番 林   隆 壽 君 

  ５番 喜 山 康 三 君      ６番 福 地 元一郎 君 

  ７番 大 田 英 勝 君      ８番 野 口 靖 夫 君 

  ９番 沖 野 一 雄 君     １０番 髙 田 豊 繁 君 

 

３ 欠席議員（０人）      欠員（０人） 

 

４ 地方自治法第１２１条による出席者（１８人） 

町    長 山   元 宗 君  副 町 長 久 留 満 博 君 

教 育 長 町 岡 光 弘 君  総務企画課長 沖 島 範 幸 君 

会計管理者兼会計課長 大 角 周 治 君  税 務 課 長 武 東 真奈美 君 

町民福祉課長 田 畑 文 成 君  環 境 課 長 朝 岡 芳 正 君 

農業委員会事務局長 久 野 泰 司 君  産業振興課長 山 下 秀 光 君 

商工観光課長 松 村 靖 志 君  建 設 課 長 町 本 和 義 君 
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教育委員会事務局長 田 畑 博 徳 君  教育委員会生涯学習課長 川 上 嘉 久 君 

水 道 課 長 仁  和 男 君  与論こども園長 富士川 智恵美 君 

茶花こども園長 富   千加代 君  児童発達支援センター長 龍 野 勝 志 君 

 

５ 議会事務局職員出席者（２人） 

事 務 局 長 町   健司郎 君  書    記 池 田 レ ミ 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 議案第６５号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改

正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、議案第６５号「与論町国民健康保険条例の一部を改

正する条例の一部を改正する条例」についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６５号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例について提案理由を申し上げます。 

この改正は、新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金

の支給について、支給対象期間を令和４年３月３１日へ改めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 参考のためにお尋ねをいたします。そもそも傷病手当というの

は、自営業者が主である国民健康保険の場合はなかったというように承知をしてい

るのですが、制度的にこれが新しくコロナの影響かと思うのですが設けられたので

すが、これまで実績があるのか、また近いうちに実績が上がってくる可能性がある

のか、そのあたり国保にこの傷病手当の制度が設けられたことの説明と、今後の実

績見通し、そういったことをお聞かせいただければと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） もともと傷病手当というのはあったと思うのですが、

昨年から特にこの新型コロナウイルス感染症において、陽性になった方あるいはま

た疑いのある方々が休みを取られたことによって、４日以上仕事を休んだ場合、そ

の４日目から以降の分を支給するという形なのですが、実際去年のときにお一人だ

け支給がございます。１３日間の手当支給ということで６万円ほど支給しています。

その後は今のところございません。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） わかりました。実績もあるということで。老婆心ですが、しっ
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かりこういう制度がありますよということを、その国保の被保険者の皆さんにＰＲ

と啓発をしっかりとしていただきたいと思います。もう一言だけ、そのＰＲ面、啓

発面の取り組みについてお答えをお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 昨年度につきましては、国民年金いろいろな面の社会

保険料等の免除であったり、そういった傷病手当金のことであったり周知はしてい

ますが、もうちょっとやはり必要なのかなということは思っています。 

○議長（髙田豊繁君） そのほか質疑ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６５号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６５号については、委員会付託を省略することに決定いたし

ました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６５号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６５号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一

部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第６６号 令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購入（冷凍コ

ンテナ一式）（繰越） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２、議案第６６号「令和２年度与論町死亡獣畜処理セン

ター備品購入（冷凍コンテナ一式）（繰越）」に係る物品売買変更契約の締結につ

いてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 
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町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６６号、令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購

入（冷凍コンテナ一式）（繰越）に係る物品売買変更契約の締結について提案理由

を申し上げます。 

令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購入（冷凍コンテナ一式）（繰越）

について、契約内容の変更に伴い、有限会社エムアールナカオ、代表取締役中尾隆

と物品売買変更契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 執行部の町長にお願いしたいのは、閉会間際になってきてから、

こういう議案を提出されるということはどういうことですかね。議会でいろいろ委

員会をもって審査をしたりとか、いろいろチェックを行いたいと。こういう議案の

出し方そのものを改めていただきたい。これは、閉会間際とか土日を挟んでいます

よね。もう少しゆとりのある形で議案は出してもらえないか、それについて答弁を

お願いできませんでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 沖縄の化製工業といろいろと中身につきまして検討した結果、

中に入れるコンテナの改良とかいろいろなのがございまして、話が少しややこしく

なってきましたので、それが解決して提出したということで、大変遅れて申しわけ

なかったなと思っていますが、次回からはそういうことがないようにしてまいりた

いと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） こういう議案の出し方というのは、出してすぐもらえばいいや

という感じの、ある意味議会を軽視した形に私は見受けられるのですよ。少し議会

としてもそういうのをチェックし、みんなで話し合う時間もあって、日数もあって

やりたいんですよね。是非今からこういう議案の案件、特にこういう売買とかそう

いう案件に関しては、特に時間的なゆとりを持った形で出されるようお願いしてお

きます。 

早速この内容について質問したいと思いますが、これは前回にも同じようなもの

があって、ここに前回のものと今回のもので変更前と変更後の表が出ているのです
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が、これをするに当たり産業振興課長、業界の方とこういうことについて打ち合わ

せをされましたか、会を持たれましたか。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） これにつきましては、前回喜山議員のありがたいお言

葉をいただきまして、私どもの調査不足、勉強不足もありまして、関係機関と相談

しまして、鹿児島県ということで鹿児島県ありきのことだけを進めてまいりました

が、御指導のおかげで近隣ということで沖縄にもそういった処理施設があるという

ことで、関係機関一同そういった形で調査を行って話し合いも持ちました。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） いつも歳費の節約だとかということで、受益者負担の原則をで

きるだけ進めていこうということで当局からも言われていますよね。だから、前に

言われたとおり、これをもし全額業界が負担するとなったときに、この計画案を業

界が納得するかなということですよ。行政に出して、行政から全部お抱えでお金を

出すから、こういう計画書が出ているのではないかと。これを業界が全額負担して

やるとなったときに、もっと節約してもっと創意工夫があったのではないかと。な

ぜかと言ったら、ここの変更でコンテナ数が増えていますよね。送り先がたしか私

は沖縄と聞いているのですが、コンテナのローテーションとかその維持管理、メン

テ、あるいはまたそのコンテナがいっぱいになるまで保管するためのヤードも必要

になってくると思うのですよ。雨ざらしにしておくわけにもいけないから。その辺

のことも考慮したときに、こういう計画の仕方が私はどうもずさんに見えてしょう

がない。沖縄のコンテナをローテンションしたときに、どういう感じのローテーシ

ョンを組んでいますか。それをできるだけ詳しく説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） ローテーションにおきましては、以前と変わっている

のが外のコンテナ３基は変わりませんが、常設が１基、海上輸送が２基となってい

ます。中身の死亡牛を入れるコンテナが各コンテナに２基ずつということでしたが、

今回は大きい仕様ということで中を改造しまして、１基当たり３基を中に入れるコ

ンテナを増設しています。ローテーションとしましては、１基に成牛ですと１０頭

入りまして、沖縄については子牛も送れるということですので、それが満杯になり

ましたら送って、２基を常にローテーションで回してやるという形になっています。

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） １基当たり成牛で１０頭輸送できるということになっています

が、輸送するときにでも本部港で上げるのか、那覇港で上げるのか、沖縄ですよね。
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とした場合に、私が調べた範囲では、結局国頭でも全部そこのもっと南城市に近い

方でも、１万８０００円か２万円足らずで、たしか搬送料込みでできているという

話を聞いているわけですよね。そしたら逆に本部に上げた方が運賃は安いのではな

いですか。本部から上げて業者に渡した方が与論町としては得ですよね、那覇まで

運ぶよりは。それから１基当たり１０頭と言いますが、この間のこの会議録では、

成牛が年間５０頭、子牛が１８０頭、それを計算すると１基当たり１０頭ぐらいに

なるまで何カ月かかるかということですよ。２カ月余り３カ月近くかかるわけです

よ、日数的に言えばね。それが一緒にばっと出てくる可能性もあるわけですが。だ

からそういうコンテナのローテーションを考えてみても、ちょっとコンテナ数が多

すぎるのではないかと。その辺を詰めたかなということが、非常に疑問がありまし

た。それと、今後の課題としては、コンテナの保管庫のヤードが必要だと。これを

野ざらしにしてね、これだけのお金を掛けたコンテナを外に野積みして置くのです

か。その計画はないですか。だから、そういう形で後々もっと更なる費用がかかり

ますので、その辺のをトータルして畜産業界の方々ときちんと詰めてあるのかなと。

例えばこの費用を与論町が半分負担しますから、半分は業界で持ちなさいというこ

とになった場合に、業界の負担が大きくなることになりますよね。畜産業界のきち

んとした発展のためにも、経費削減のためにも、この辺の経費のこともどこまで煮

詰めてあるか疑問がある。その辺について、後で試算資料、どれだけお金がかかる

か、それは提出していただきたい。よろしいでしょうか、議長。それについて課長

いかがですか。どの程度ぐらい試算、年間当たり運航運送費からそこの焼却費、ト

ータルでいくらぐらいのお見積もりをされていますか。このコンテナ以外の費用ね。

そこで電気がありますよね、船に入れたときには船の中の電気の使用料もあります

よね。ここで置いたときにもヤードに入れたときにも、ここで待機するときの電気

使用料もあるし、その辺トータルは試算されていますか。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） 試算につきましては、ただいまのところ海上運送見積

もりと化製場におきます焼却処分料とか、そういったものにはついていますが、電

気代とか細かいものは運用してみないとわからない点も多々ありますが、大まかな

試算としては一応出す予定とはしています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 後でその資料をお願いして、私の質問を終わります。とにかく

できるだけ経費を抑えて、それが畜産農家への負担も軽減することになりますから、

その辺はきちんとやっていただきたいと。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 
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○産業振興課長（山下秀光君） はい、ありがとうございます。 

○議長（髙田豊繁君） 続きまして、９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） ただいまの喜山議員と課長とのやり取りをお聞きしながら、す

みません、単純なところを今一度確認をしたいと思うのですが、後で資料に出てく

るかもしれませんが、あえて確認させてください。 

コンテナ数がなぜ６基から９基に増えたのかという説明。それからその単価が３

８万円から４９万６０００円に増えたという、同じものではなくて先ほどの説明だ

と、コンテナの内装改造を行ったということ。それは６基のうち、さっき３基と聞

こえたのですが、全体９基のうちの３基だけが改造したということであれば、６基

はそのまま変わらずということになってくるかなと思ったりして聞いていたのです

が、そのあたりの説明をわかりやすく、その単価が変わった理由となぜ増になった

のかという理由、シンプルな質問です。わかりやすくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） もともと中に入れるコンテナが６基ございました。コ

ンテナの高さが１メートル６０センチほどあったのですが、仕様を変えまして、そ

れを１メートルということで改造をして６基を改造しています。その分低くなった

関係上、２段積みできるということで３基が新しいタイプに合わせた形ということ

で、３基増えまして９基という形になっています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６６号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６６号については、委員会付託を省略することに決定いたし

ました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６６号、令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購入（冷

凍コンテナ一式）（繰越）に係る物品売買変更契約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第６６号、令和２年度与論町死亡獣畜処理センター備品購入

（冷凍コンテナ一式）（繰越）に係る物品売買変更契約の締結については、可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 陳情第７号 皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐車場の

整備について（環境経済建設常任委員長報告） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第３、陳情第７号「皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）

の拡張及び駐車場の整備について」を議題とします。 

環境経済建設常任委員長の報告を求めます。 

８番、野口靖夫君。 

○８番（野口靖夫君） ただいま議題となり、当委員会に付託されました「陳情第７号、

皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐車場の整備について」「陳情

第７号の陳情内容訂正に関する陳情訂正申出書第１号について」の審査の経過と結

果について御報告いたします。 

当委員会は、９月８日水曜日午後３時２０分から全委員出席のもと開催し、執行

部から建設課長、商工観光課長、環境課長に参与を求め、現地調査を行い、その後

委員会室において陳情第７号を審査いたしました。 

陳情書の中にも記載していますが、この陳情箇所は風光明媚で美しい景観を有す

る魅力ある景勝地です。町民の憩いの場としても広く利用され、観光客が美しい自

然の魅力を満喫するため、大型バスを利用して訪れる場所でもあります。条件の揃

った名所にもかかわらず、勾配の急な坂道の先が見通しの悪い急カーブの三叉路に

なっており、危険箇所となっていることから観光客の増加に伴い、道路カーブの修

正と幅員拡張整備や駐車場整備は当然のこととして望まれるとの全委員の意見であ

りました。 

一方、意見として、 

①景勝地の保全の観点から、今回の件を契機として乱開発を進行されないか。 

②私有地を買収して駐車場を整備した場合、背後地（農地・民家）の防風防潮対

策に問題はないか。 

③麦屋漁港やその他漁港等にも見られるように、目的外使用や廃船置場、遊具置

場となり、自然景観の破壊につながらないか。 

以上のことが懸念されることから、採決採択は時期尚早であり、委員長から陳情

者に審査内容を通達してほしいとの意見でありました。 

採決の結果、継続審査にすることに決定し、直ちにこの旨を口頭で陳情者に報告

することにいたしました。 
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その後、陳情第７号に関する陳情訂正申出書第１号が令和３年１１月１９日に受

理され、当委員会に１２月８日に付託され、直ちに１２月８日水曜日午後４時３０

分から全委員出席のもと、委員会を開催し審議いたしました。 

特に駐車場整備に伴う問題が議論され、背後地に防風防潮対策に万全を期すため

にも、防風潮対策用植林帯の確保が重要である。さらに、廃船置場や特定の業者、

利用者の占有場所として使用せず、行政機関及び古里自治公民館長の指導に従う旨

の誓約書が利用関係者の署名入りで添付されていること等から、懸念事項がおおむ

ね払拭されていると認められます。 

よって、採決の結果、陳情の趣旨に賛同できるとして、全会一致で採択すべきも

のと決定いたしました。 

以上で、当委員会に付託されました陳情の審査の経過と結果についての報告を終

わります。 

○議長（髙田豊繁君） 環境経済建設常任委員長の報告を終わります。 

環境経済建設常任委員長に対する質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 質疑なしと認めます。これで環境経済建設常任委員長に対する

質疑を終わります。 

これから、陳情第７号、皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐車

場の整備について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、陳情第７号、皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐車

場の整備についてを採決します。 

この陳情に対する委員長報告は、「採択」です。 

お諮りします。この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第７号、皆田海岸入口道路（カーブ三叉路箇所）の拡張及び駐

車場の整備については、採択することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 陳情第１３号 令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上について

のお願い（総務厚生文教常任委員長報告） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第４、陳情第１３号「令和４年度理科教育設備整備費等補
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助金予算計上についてのお願い」を議題とします。 

総務厚生文教常任委員長の報告を求めます。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ただいま議題となり、当委員会に付託されました「陳情第１３

号、令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上について」の審査の経過と結

果について御報告いたします。 

当委員会は、１２月８日水曜日午後４時２０分から全委員出席のもと、役場庁舎

２階会議室で審査いたしました。 

本陳情は、令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願いで

す。 

すでに、小学校・中学校では新学習指導要領が実施されており、理科教育におい

ては「観察・実験」が重要視され、「環境整備に十分配慮すること」の一文が加え

られ、理科教育環境整備に対する対応が重要であることが論じられています。 

公益社団法人日本理科教育振興協会の調査において、小中高等学校の理科教育環

境はまだまだ十分とは言えない状況にあり、実験準備・観察・実験の実践には、設

備器具や薬品や消耗材料の不足、後片付けの時間など現場の教師に係る負担が多い

等の指摘が挙げられています。本町の小中学校にも、次年度において、理科教育設

備整備費等補助金事業への積極的な取り組みを行い、予算の増額計上を行い、理科

教育環境向上に努めることが必要であるとの結論に達し、全会一致で採択すること

といたしました。 

以上で、当委員会に付託された陳情の審査の経過と結果についての報告を終わり

ます。 

○議長（髙田豊繁君） 総務厚生文教常任委員長の報告を終わります。 

総務厚生文教常任委員長に対する質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 質疑なしと認めます。これで総務厚生文教常任委員長に対する

質疑を終わります。 

これから、陳情第１３号、令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上につ

いてのお願いについて討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、陳情第１３号、令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上につ

いてのお願いについてを採決します。 

この陳情に対する委員長報告は、「採択」です。 
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お諮りします。この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１３号、令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上に

ついてのお願いは、採択することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議員派遣の件 

○議長（髙田豊繁君） 日程第５、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配りましたとおり、派遣する

ことにしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 閉会中の継続審査・調査について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第６、閉会中の継続審査・調査についてを議題とします。 

総務厚生文教・環境経済建設・広報常任委員会、議会運営委員会の各委員長から、

お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査・調査の申出があります。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすること

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これで、本日の日程は、全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和３年第４回与論町議会定例会を閉会します。 

ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時３５分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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